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皇太子殿下は初恋の王女を何度でも愛します
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第一章　皇太子殿下との再会












「なんてきらびやかなのかしら……」

　豪華絢爛とはこのことを言うのか。グレイスはほぅっと感嘆のため息をつく。

　彼女の隣で、兄ヴィンセントも同意とばかりに頷いていた。

「さすがはガナイシュ帝国の宮殿。これほど広く、天井も高い大広間など初めてだ。大人が五人は集まらないと抱えきれないシャンデリアが……十六個も下がっているな。なんとも恐れ入る」

「壁に描かれた絵も、装飾も素晴らしいわ。彫像だけでも三十はあるかしら。どれも名のある名工が手がけた美術品なのでしょうね」

　広間だけでなく、ここへ通じる廊下にも多くの美術品が飾られていた。ガナイシュ帝国の威信を見せつけられる思いである。

　豪華な様相に呑まれているのは彼らだけではない。多くの国から集まった王族や貴族、要人たちも、細部にまで施された美に圧倒されていた。

　今日はこれから、宮殿一の広さを誇るこの大広間で、ガナイシュ帝国の皇帝主催の舞踏会が開かれる。

　皇帝が今年で在位三十年を迎えるため、その祝賀行事がこの舞踏会から始まるというわけだ。

　だがその裏には別の目的がある――というのは、祝賀行事に招かれたほとんどの人間が考えているところだろう。

　本当の目的はおそらく、このガナイシュ帝国の皇太子にして、麗しくも聡明なフェリクス・エル・ガナイシュ殿下の『花嫁選び』。

　フェリクスは幼い頃から頭脳明晰で、美麗な容姿と相まって、完璧な貴公子と言われている。だが女性関係の噂を聞くことはまったくなく、皇帝夫妻もそのことで気を揉んでいるというのは、広く知られたことだった。

（フェリクス殿下も今年で二十二歳におなりだわ。皇帝夫妻の御子は殿下だけだし、そろそろ本腰を入れてお妃様を探そうということになったのでしょうね）

　広間に集まった多くの姫君たちを見渡し、グレイスは再び感嘆のため息をつく。

　誰も彼も、本当に美しく着飾ってきている。まるでドレスの展覧会だ。

　かくいうグレイスも、帝国と国境を接するアリーフェン王国の王女だ。今回は主賓として呼ばれた兄王太子、ヴィンセントのパートナーとして同行している。

　本来なら王太子妃である義姉がその役目を負うのだが、妊娠中のため、代理としてグレイスがやってきたのだ。

　兄とともに大広間に入り、近隣の国の王族と挨拶を交わしながらも、グレイスは何度も奥のひな壇に目をやってしまう。

　未だ皇帝一家の姿は大広間には見えない。招待客が全員そろったあとで、華々しい音楽とともに奥から入場してくるのだろう。

　今か今かとそのときを待っていると、やがて侍従の数が多くなり、それとなく騒がしくなっていく。

　楽しげな音楽を奏でていた楽団が演奏をやめた。大広間の全員が雰囲気が変わったことを察して、居住まいを正したとき、ラッパの音が高々と響き渡る。

「皇帝陛下、皇妃殿下、並びに皇太子殿下のご入場です！」

　侍従長が声を張り上げると同時に、ひな壇の奥のカーテンが開き、皇帝一家が姿を現す。

　大広間の人々は皆頭を垂れ、皇帝一家が入ってくるのをじっと待った。

　彼らがそれぞれの席につくまで顔を上げてはならない決まりだが、グレイスは耐えきれずちらりと目を上げる。

　皇帝夫妻に続き、フェリクス皇太子が入場したところで、知らず目元がほんのり染まった。

（三年ぶりにお目にかかったけれど……やっぱり、とても素敵な方だわ）

　さらりとした銀の髪に、切れ長の濃い紫の瞳。涼しげな美貌は一見とても冷たく映るけれど、微笑むと信じられないほど甘く和むのを、グレイスは昔から知っている。

　そのフェリクスのほうも、居並ぶ人々の顔を確かめるように大広間をぐるりと見回していた。

　と、彼の視線がグレイスに留まる。グレイスはドキッとして、それまで以上に深く顔を伏せた。

　周囲の人々が頭を上げるのに合わせ、姿勢を正したときには、フェリクスの視線はどこか遠くへ投げられていた。表情にも特に変化はない。

　目が合ったと思ったのは、グレイスの勘違いだったのだろうか？

（馬鹿ね、そうに決まっているわ。あの方を慕っているのはわたしだけで、あの方のほうはわたしのことなど、属国の王女の一人としか見ていないわよ）

　彼もまた、自分のことを思ってくれていれば……などという願望が、どうやら彼と目が合うという、あり得ない幻想を見せてきたらしい。グレイスは思わず自嘲の笑みを浮かべた。

　――こんな気持ちは、早く封印しなければ。

　噂が本当なら、彼はこの祝賀行事のあいだに、大帝国の世継ぎという立場にふさわしい妃を選ぶはずだ。

　属国の中でも小国の姫である自分が、その席に座ることはまずない。

（だから傷つく前に、恋心自体をなかったことにしてしまうのよ）

　……だが、どれだけ自分に言い聞かせても、やはり幼い頃から育ててきた恋心というものは厄介だ。胸の奥の深いところまで根付いてしまって、なかなか取り払うことができない。

（初めてお目にかかった十年前から、ずっとずっと、お慕いしていたのだものね）

　自らの恋心に語りかけながら、グレイスはしばし過去に思いを飛ばす。

　大帝国の世継ぎの君であるフェリクスに、グレイスが恋心を抱いたのは、彼女が七歳を迎えた春のことだった――










　大陸の中央に国土を広げるガナイシュ帝国。その周囲の国々は、ほとんどが帝国の同盟国か属国という立場だった。

　グレイスの生国であるアリーフェン王国は、帝国の南東に位置する小さな国だ。五十年ほど前から帝国の属国となっている。

　政治的な介入はそこまでではなく、主に関税で帝国に有利な条約が結ばれているが、温暖な気候に包まれたのんびりとした国は、特に不満を覚えるわけでもなく、平和に日々を紡いでいた。

　王族も基本的に質素に暮らしているが、十年前、帝国の皇太子であるフェリクスが訪れた際には、国を挙げての盛大なもてなしが行われた。

　皇族の男子は成人する前に、同盟国や属国を一通り回って見聞を広めるしきたりがある。十歳を迎えたフェリクスは、帝国の南に位置する国から始めて、ぐるりと時計回りに各国を訪問していた。

　アリーフェン王国を訪れたときには、ほとんどの国を回り終えたあとだった。

　属国の中にも大きな国はいくつもあり、そういったところでは豪勢な歓待を受けたことだろう。それと張り合っても仕方がないので、アリーフェンでは素朴でも心を込めて皇太子を歓迎しようということになった。

　そんな国中の熱気を、当時七歳だったグレイスも、子供ながらにひしひしと感じていた。

　だが、そのせいだろう。いざフェリクスがアリーフェンを訪れるときには、グレイスはガチガチに緊張してしまっていた。

　アリーフェンは温暖な気候を生かして花の栽培も多く行っており、国外から客人が訪れたときは、歓迎の花輪を客人の首にかける習わしがある。

　年が近いグレイスが花輪をかけて差し上げれば、フェリクス殿下もきっとお喜びくださるわ、という母王妃の案が採用され、帝国の一行がアリーフェンに到着したその日、グレイスは何度も練習してきたとおり、花輪を手にフェリクスの前に出た。

　だが極度の緊張のせいで足下がおろそかになっており、あろうことか、フェリクスの眼前で躓いて、彼の懐に飛び込む形になってしまったのだ。

　折り重なるように倒れた二人に周囲の人々は騒然となり、特にグレイスの両親は真っ青になっていたが――

『君、大丈夫？　痛いところはない？』

　上に乗っかった形のグレイスを抱きしめ、フェリクスはいっさいの動揺を見せずにそう尋ねてきた。

　グレイスは頭が真っ白になってなにも答えられず、彼が身体を起こすのに合わせて、慌ててその膝から降りる。

『あ、あの、わたし、わたし……っ』

　あまりのことにグレイスは何度もどもってしまい、恥ずかしさと気まずさと恐ろしさに涙を浮かべる。

　そんな中、フェリクスはグレイスの手元に目をやった。

『その花をわたしに？』

　グレイスはハッと手の中の花輪を見つめる。転んだ拍子にぎゅっと握ってしまったようで、とても人様に手渡せるものではない。

　グレイスは慌てて違うと首を振ろうとしたが、フェリクスは気にせず、自分の頭を差し出した。

『かけてくれると嬉しいな』

　フェリクスのその姿に、居並ぶ大人たちは全員面食らった。特に帝国の面々は『なりませぬ！　殿下が頭を下げるような真似を……っ』と気色ばんだが、グレイスは目の前でわずかに頭を垂れるフェリクスのことしか見えなかった。

（わたしのせいで転んでしまって、お洋服も汚れてしまったのに……）

　それをいっさい責めることなく、グレイスに花輪をかける役目を全うさせてくれようとするなんて……

　幼心に大いに感動したグレイスは、小さなほっぺをバラ色に染めて、そろそろとフェリクスの首に花輪をかける。

　顔を上げた彼は、『ありがとう』と微笑んだ。それまで子供らしからぬ冷静な面持ちでいたのに、急に笑顔になった彼に、グレイスの心臓は跳ね上がる。

　――恋に落ちる瞬間とは、まさにあのときの心情を言うのだろう。

　以来、グレイスはずっと、フェリクスに恋をしているのだ。

　彼は多くの国を束ねる大帝国の世継ぎの君で、属国の中でも端っこにちょこんと座っている国の王女である自分とは、かなりの身分差がある。

　それでも、誰かに憧れたり、尊敬したり、恋をしたりする心はとめられるものではない。

　どうせ大きくなれば、フェリクスもグレイスも、釣り合いの取れた相手と結婚することになるのだ。

　どうかそれまではこの初恋に浸っていられますように――と、十七歳になったグレイスは密かに願っていた。










　一番初めの祝賀行事である、各国の客人を歓迎しての舞踏会は、皇帝の挨拶と乾杯によって幕が開けた。

　まずは同盟国の代表が挨拶に赴き、属国の代表がそのあとに続く。グレイスは兄と列の最後のほうに並んだ。

「本日はお招きありがとうございます。皇帝陛下、皇妃殿下、並びに皇太子殿下。皆様におかれましてはご機嫌麗しく……」

　兄ヴィンセントが一国の王太子らしく挨拶する横で、グレイスもドレスの裾をつまんで深々と頭を下げる。顔を上げると、皇帝夫妻の横に腰掛けるフェリクスがこちらをじっと見ていることに気づいて、グレイスは慌てて視線を下げた。

（さっきも目が合ったように感じたけれど、気のせいではなかったのかしら？）

　だとしたら嬉しいような、恥ずかしいような……

　なんにせよ、三年ぶりに見るフェリクスは以前より男ぶりが増して、精悍さがいっそう際立ったようだ。まばゆすぎて直視するのも憚られてしまう。

　ヴィンセントの挨拶に対し、皇帝は形式的な礼を返して、そっと手を振った。下がれという合図だ。グレイスたちは再び頭を下げ、ひな壇の前から辞した。

「――さぁ、あとの時間は普通の舞踏会と変わらない。おまえも好きに踊っておいで」

「ありがとう、お兄様。でも待ち時間が長かったせいで、足が疲れてしまって。いったん壁際に下がってお料理をいただくわ」

「そうだな。なにかもらおうか」

　ヴィンセントは気を利かせて、給仕に飲み物を持ってくるように頼んだ。

　やがて挨拶の列が終わったのだろう。皇帝夫妻も広間に進み出て、音楽に合わせ踊り始める。周囲がわっと盛り上がり、ダンスの輪がそれまでより大きくなった。

「おやおや、一人になった途端に、姫君たちが皇太子殿下に群がっていくな。フェリクス殿下と言えど、あれを捌くのは大変そうだ」

　ヴィンセントが面白そうに呟く。

　見れば、確かにフェリクスの回りに、大勢の姫君が集まっている。全員が自分と踊ってほしいと懇願している様子だ。フェリクスは表情を変えることはなかったが、どことなくうんざりとした空気を醸し出している気がする。

「お兄様はフェリクス様のお友達でしょう？　助けに行かれてはどうなの？」

「嫌だよ。あの姫君方の恨みを買いたくない。それにアリーフェンでは気安く接することができても、彼はこの大帝国の皇太子殿下だ。各国の王族が集まる場では、おいそれと友達面はできないよ」

　そういうものなの、とグレイスは肩を落とす。

　十年前に初めて訪れてからというもの、のんびりした気風が性に合ったのか、フェリクスは二、三年に一度アリーフェンを訪れるようになった。

　たいていは軍の演習のついでとか、南方の視察の一環という名目であったが、必ずアリーフェンの王城に顔を出し、何日か滞在していくのが常だった。

　本人の希望で大がかりな歓迎式典などは行われなかったが、代わりに年の近いヴィンセントと剣や乗馬の練習をしたり、魚釣りや狩りを楽しんだりと、豊かな自然を満喫していた。

　フェリクス曰く、帝国での生活は厳格な決まり事が多かったり、常に護衛が張りついていたりするため、気が休まるときがあまりないという。

　その点、アリーフェンは王族がふらりと街に出てもさほど驚かれないため、骨休めにちょうどよかったのだそうだ。

（滞在中は、わたしともよくお喋りをしてくださったけれど）

　帝国にいるあいだは、さすがにそうはいかないだろう。今でさえあれほどの姫君に囲まれているのだ。

（三年ぶりにお姿を拝見できただけでも、よかったと思わなければね）

　あわよくば自分も話がしたいと騒ぐ恋心を理性でなだめて、兄が渡してくれた飲み物をありがたく口に含む。

　その後は料理を楽しみつつ、誘われるまま何曲か踊って、一足先にあてがわれている客間に戻ることにした。

　兄が送ろうかと申し出たが、ちょうど他国の王族と歓談中だったので、丁重に断り一人で出てくる。

　今が夜だということを忘れるくらいまばゆい空間にいたせいか、明かりが抑えられた廊下に出てきても、頭の奥がまだふわふわしているようだ。

　このまま部屋に直行しても、なんとなく落ち着かない気がする。

　そう思ったとき、すぐ左手のところに開け放たれている扉があることに気づいた。興味を引かれたグレイスは、扉を守る衛兵になんの部屋かを尋ねる。

「こちらはギャラリーとなっております。休憩所も兼ねておりますので、お疲れでしたらどうぞご利用ください」

「ギャラリー……。せっかくだから見せていただくわ」

　きっと素晴らしい絵画や彫像が飾ってあるのだろう。昂ぶった気分を落ち着かせるのにちょうどいいわと、グレイスは中へ入った。

「まぁ……。本当に素晴らしい絵画ばかりだわ」

　ギャラリーはずっと奥まで続いていて、フロアごとに様々な美術品が飾られていた。

　聖書の一場面を集めた宗教画がかかっていたり、歴代皇帝の肖像画がずらりと並んでいたり……

　いかめしい顔をした皇帝たちを順に見ていたグレイスだが、ふと部屋の隅に掛かるカーテンが動いた気がして、びくっと肩を跳ね上げてしまう。

「だ、だれ？」

　問いかける声が思わず震えた。

　だがそれも仕方のないことだろう。ギャラリーは大広間と違ってさほど明かりが灯っていないし、窓もないから、誰かが通らなければカーテンが動くはずもない。そしてここには現在グレイスしかいないのだ。

　幽霊でも出たのか……とおびえるが、現れたのは、幽霊よりもっと意外な人物だった。

「フェリクス様……!?」

　グレイスは思わずひっくり返った声を上げてしまう。

　なんと、カーテンの向こうから姿を現したのは、大広間で大勢に囲まれているはずであろうフェリクス皇太子そのひとだった。

　向こうも誰かと会うとは思っていなかった様子で、紫の瞳を大きく瞠っている。

　グレイスもびっくりしたが、一時の驚きが去ると、すぐにあることにハッと気がついた。

「フェリクス様……お加減でも悪いのですか？　ひどい汗だわ……！」

　近くのランプが照らすフェリクスの額には、玉のような汗がびっしりと浮かんでいる。

　グレイスは慌ててフェリクスに駆け寄り、取り出したハンカチを彼の額に押し当てた。

「お医者様をお呼びしたほうが……。……っ」

　顔色を確かめようとフェリクスの顔をのぞき込んだグレイスは、直後、大きく息を呑み固まった。

「フェ、フェリクスさま……？」

　フェリクスの力強い腕が、まるですがりつくようにグレイスを抱きしめてきたからだ。
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「グレイス……」

　耳元で囁かれて、グレイスはドキッとする。

　フェリクスの声はとても苦しげで、すぐにでも助けを呼ばなければならない気がするのに……少しかすれたその声は、どことなく色っぽく聞こえて、グレイスはみるみるうちに耳まで真っ赤になってしまった。

「フェリクスさま、いったいどうなさっ……」

　グレイスの言葉は途中で途切れた。彼女の後頭部を片手で支えたフェリクスが、いきなり唇を重ねてきたために――

「――ッ!?」

　驚きと混乱のあまり悲鳴を上げてしまうが、唇を重ねているため、くぐもった音にしかならなかった。

　さらに驚くことに、フェリクスはその声すら呑み込みたいとばかりに、グレイスの唇を舌でこじ開け、いっそう深く口づけてくる。

（フェ、フェリクス様と……キスしてる……!?）

　恐れ多い事実に、頭の中が真っ白になってしまう。

　ずっとフェリクスに片思いをしてきたグレイスだ。もし彼と恋仲になれて、口づけできたなら……などと想像して、一人赤くなって悶々としたことも何度かある。

　だが、そんなつたない想像など、実体験の前ではなんの意味もなさない。

　口内に入り込んでくる舌が熱いことも、自分を抱きしめてくるフェリクスの腕の力が強いことも、彼の吐息を感じるだけで心臓が破裂するほど高鳴ることも――グレイスは今初めて知ることになった。

「ふ、ぁ……っ、ンン……っ」

　おまけに、彼の舌がグレイスの舌を舐め取り、くちゅ……と音を立てて吸ったりしてくると、なぜだか身体の中心がムズムズと熱く疼いて、力が抜けてくる。

　危うく膝から崩れ落ちそうになったとき、フェリクスがハッとした様子で顔を離した。

「は、ぁ……」

　グレイスはすっかり息が上がってしまって、フェリクスの胸にくたりともたれかかる。

「グレイス……。すまない、大丈夫か？　……うっ……」

　我に返ったらしいフェリクスが顔をのぞき込んでくる。

　だが彼はすぐに苦しげな面持ちになって、よろよろと後ずさりした。

「フェリクス様！　お、お怪我は……やはりお医者様を……っ」

　未だ心臓はドキドキと高鳴っていたが、苦悶の表情でうめくフェリクスを前に、うっとりしている場合ではない。

　ひとまず入り口にいた衛兵に知らせないと、と思ったグレイスだが、踵を返す前にフェリクスが彼女の動きを止めた。

「行くな、グレイス。行かないでくれ……」

　腕をぐっと握られて、グレイスはまたドキッとする。同時に弱々しい彼の声に焦りが募った。

「で、ですが、かなりおつらいご様子です。……いったいどうされたのですか？　ご病気でもされていたのですか？」

　皇帝夫妻と入場してきたときのフェリクスは、特に緊張した様子もなく足取りも確かだった。

　それなのにたった一時間か二時間程度で、こんな状態になってしまうなんて。

　フェリクスははぁはぁと息を乱しながら、荒っぽい手つきで首元を締めていたタイをむしり取る。

「病ではない……だが……おそらくなにか仕込まれた。飲み物に……」

「なんですって……！」

　切れ切れのフェリクスの言葉に、グレイスはこぼれんばかりに目を瞠る。

　それならなおのこと医者を呼ばねばと思うのだが、フェリクスは首を振った。

「宴の夜に、皇太子がこんなことになっていると知られるのは外聞がよくない。それにさっきまでは、ただ気持ち悪いだけだった。深酒したときのように……。なのに今は……」

　ふぅっ、と大きく息を吐き出し、彼は再び壁にもたれる。カーテンから出てきたときには青白く見えた顔は、いつの間にか紅潮していて、グレイスは再びドキッとした。

「グレイスに会った途端に……身体が熱くなって……。すまない、許しもなく唇を奪うなど……」

　片手で目元を覆って、フェリクスは呟く。

　グレイスは許可なく口づけされたことより、今現在のフェリクスの体調のほうが気になって、つい彼の全身を観察していた。

　と、彼の手がベルトにかかっているのが見えた。緩めたそうにしているのに気づき、慌てて止めようとするが、同時に彼女は生々しいものを見てしまう。

（……フェ、フェリクス様のあそこが膨らんでいる……？）

　あそこ、というのは、はっきり言ってしまえば足の付け根のあたりのことだ。

　男性のそこに女性とは違う器官があることは知っているが……そこが大きく膨らむのは、主に性的興奮を得たときだと、いつだか母に教えられた気がする。

『女性に月のものがくるのと同じように、男のひとにはそういう変化が訪れるのよ。結婚した男女のあいだでなら、そういう現象が起きても恥ずかしいことではないけれど、夫となるひと以外にそのような変化が見えたときには、全力でその場からお逃げなさい』

　それが不可能なら、その部分を靴先で蹴り上げるか、ヒールで思い切り踏み潰せ、というのが母からの教えだったが。

（フェリクス様を蹴飛ばすなんて、さすがにできないけれど……）

　普段から冷静で理知的なフェリクスが、グレイスを見ただけでこんな状態になるなど、あり得ることではない。

　彼は飲み物になにかを盛られたと言っていた。もしかしたらそれは……

「まさかとは思いますが、飲み物に入っていたのは、その……興奮剤とか、そういう……？」

　フェリクスは顔をゆがめながらも、おそらく、と頷く。

　飲んですぐはただ気分が悪くなるだけだが、ある程度時間が経つと、性的な興奮をもたらす類のものだったらしい。

（だとしたら、確かに医者に診せるのを憚られるお気持ちはよくわかるわ。皇太子様が薬を盛られただけでも、知られたら大事になってしまうし……）

　とはいえ、いつまでもここにいるわけにはいかないだろう。

「……フェリクス様、とにかく移動しましょう。ここは休憩所を兼ねているそうですから、いつ誰がくるかわかりません」

　フェリクスもそう思ったのだろう。ゆっくり頷き、立ち上がろうとする。グレイスはすぐに彼の腕を支えたが、その瞬間フェリクスは大きくうめいた。

「すまない、グレイス。今君が近づくのはあまりよくない……君の香りを嗅いでいるだけで、どうにかなりそうだ」

　そう言われても、とグレイスは困惑する。しかし香りを感じるだけで昂ぶってしまうとは、いったいどれほど強い薬を飲まされてしまったのか。

　どのみち悠長にあれこれ言っている暇はなかった。誰かが休憩に訪れたようで、楽しげな話し声が入り口から聞こえてくる。

　これでは遅かれ早かれ見つかってしまう。どうしよう、とグレイスが立ち尽くしたとき、フェリクスはカーテンに隠された壁の一部にふれ、ぐっと奥へ押し込めた。

　その途端に壁の一部がずれて、扉のように開いていく。グレイスは思わずぽかんと口を開けた。

「まぁ、隠し扉……。フェリクス様はここを通っていらしたのですね」

　フェリクスは答えず、奥へ身を隠そうとする。一人では足下もおぼつかないフェリクスを支え、グレイスも一緒に中に入った。

「ここはどこに通じているのですか？」

「どこへでも……。造りは熟知している。ただ、わたしの私室までは遠い……」

「客間はどうです？　わたしの泊まっているお部屋は確かそう遠くありません。とりあえずそこで、薬の効果が切れるまで待ちましょう」

　フェリクスは躊躇った様子だが、結局それしかないと思ったのだろう。こくりと頷いた。

　ほとんど明かりもない中、彼が指し示すほうへ手探りで進んでいくと、やがてそれらしい扉に行き当たる。

　肩からぶつかるようにして開けると、そこはグレイスにあてがわれた部屋の、寝室の暖炉の中だった。

「こんなところに隠し扉があったなんて」

　グレイスは驚きながらも、ひとまずフェリクスを寝台に寝かせる。枕元の水差しから水を注ぎ、彼の口元にそっと持っていった。

「ひどく汗を掻いておいでです。お水を飲んで横になっていてくださいませ」

　フェリクスは礼を言うように頷き、言われるまま水を飲んで仰臥した。

　彼が見つからないよう、天蓋から下がるカーテンをしっかり引いてから、グレイスは何食わぬ顔で居間へ入る。そして卓上のベルを鳴らした。

「まぁ！　グレイス様、いつの間にお戻りになったのですか？」

　アリーフェンからついてきた二人の侍女は、慌てて奥から出てくる。今さっきよ、とグレイスは答えた。

「お出迎えもせず申し訳ございません。扉が開く音に気づきませんで」

「部屋が広いのだから聞こえなくても仕方ないわ。疲れたからもう休もうと思うの。ドレスだけ脱がせてくれる？　あとは自分で着替えるわ」

「承知しました。浴室の用意も調っておりますが」

「お風呂は明日の朝にするわ。昼餐会の前に身支度があるでしょう。そのときに入るようにするから。あ、でもお兄様はお湯を使いたがると思うから、温め直しておいてちょうだい」

「かしこまりました」

　侍女たちはテキパキとグレイスからドレスを脱がせ、装飾具を外す。編み込みにしていた髪もほどいてもらい、身軽になったグレイスは侍女たちを下がらせた。

「お兄様もあと一時間もすれば帰ってくると思うから、お世話をよろしくね」

「かしこまりました。おやすみなさいませ」

　侍女たちは深々と頭を下げて、今度は兄を迎える支度をするため動き出した。

　それをしっかり確認してから、グレイスは寝室に入って内鍵を締める。衣装棚から簡素なドレスを取り出し、下着の上から着込んでから、そっと寝台に近寄った。

「フェリクス様？　カーテンを開けても――」

「駄目だ、くるな、グレイス……っ」

　苦しげな声が聞こえて、グレイスは息を呑む。駄目だと言われ一瞬躊躇ったが、彼女は思い切ってカーテンを開いた。

　薬の効果が強いのだろう。フェリクスはぎゅっと目をつむって、枕をきつく握りしめている。音が鳴るほど奥歯を噛みしめている様子が痛々しい。

「フェリクス様、やはりお医者様を呼んだほうが――」

「……飲んだ薬の種類がわかるならまだしも、そうでないなら、解毒剤を用意するのにも時間がかかる。そのあいだ、こうしている姿をさらすなど……っ」

　彼の主張ももっともだ。だが薬が抜ける気配は一向にない。彼の股間は痛そうなほど張り詰めたままだ。

　もしこのまま欲望を無理に抑え込んで、のちのち後遺症でも残ったら……

（たとえば、子種がなくなってしまう、とか……）

　あり得ない想像だと思うが、飲まされた薬の詳細がわからないだけに、完全に否定はできない。大帝国の世継ぎの君である彼が、男性機能をなくしてしまうなどゆゆしき事態だ。

　グレイスは唇を噛みしめる。

　ずっと慕ってきたフェリクスがこれほど苦しんでいるのに、なにもしないという考えは彼女の胸にはない。

　かくなる上は……

　覚悟を決めた彼女は、先ほど着込んだドレスを急いで脱いで、下着だけの姿で寝台に上がった。

「……!?　グレイス、なにを……っ」

　フェリクスが信じられないという顔で目を瞠っている。

　責められるようなまなざしを向けられると、心が挫けそうになるが、グレイスはキッと顔を上げた。

「フェリクス様、このまま薬が抜けるのを待っていては、逆にお身体を壊しかねないと思います。だから……わたしでよければ、その、だ……。お、お役に立ててくださいっ」

　ストレートに『抱いてください』とはさすがに言えず、顔を真っ赤にしながらグレイスは申し出る。

　フェリクスはあっけにとられた表情をしていたが、すぐに顔をゆがめて首を横に振った。

「グレイス、わたしは君に顔向けできなくなるような、恥ずべき真似はしたくないんだ」

「わかっています。だからこそ耐えていらっしゃるのだと……。でも、わたしが耐えられないのです。フェリクス様がこんなに苦しんでいるのに、なにもできないなんて……！」

　気持ちが昂ぶって、思わず大きな声が出てしまう。フェリクスが呆然と見つめてくるのに泣きそうになるが、グレイスは気持ちを奮い立たせた。

「わ、わたしでお役に立てることがあるなら、なんでもしたいんです。お願いです、フェリクス様、これ以上苦しまないで……」

「グレイス……。だがしかし……」

　この期に及んでまだ躊躇うフェリクスに、グレイスは悲しいようなじれったい思いを抱く。

　だからだろうか、普段ならこんな大胆なことなどしないのに――身体を傾けて、フェリクスの唇にぶつかるように口づけていた。

　ギャラリーでフェリクスがしてきたように、舌を口内に差し入れて、そっと彼の舌にふれる。ぬるりとした感覚が生々しくて、自分から仕掛けておきながら、思わず狼狽えてしまった。

　だが顔を離す前に、フェリクスの力強い腕が腰をきつく抱いてくる。

　次の瞬間、グレイスの視界は反転して、気づけば今度は、彼女が寝台に仰向けになっていた。

「フェリク……。んンっ……！」

　真上からフェリクスに口づけられて、グレイスは思わず悲鳴じみた声を漏らす。

　何度も角度を変えて口づけられ、舌の根をきつく吸われると、ギャラリーで感じたときと同じように身体が熱く疼いてきた。

「すまない、グレイス。こんなふうにしたくないのに……っ」

　苦悶に満ちた呟きを漏らしながらも、フェリクスは迷いない手でグレイスの下着に手をかける。肩紐を下ろされ、一気に腰のほうまで引き下げられた。

「あっ……」

　両胸が外気にふれて、グレイスはたちまち赤くなる。とっさに隠そうとするのを、フェリクスがすかさず止めた。

　彼の濃紫の瞳が、じっと胸の膨らみを見つめてくる。彼の視線を感じるだけで肌が熱を持つ思いだ。緊張しているのか息が上がって、二つの膨らみが忙しなく上下する。

「なんて美しい……」

　フェリクスは一言口にすると、右手を乳房の膨らみにそっと添える。やわやわと揉まれ、グレイスが思わず「んっ……」とうめくと、もう一方の乳房に唇を寄せてきた。

「あ、そんな……。あっ……！」

　左の乳首を乳輪ごと口に含まれ、グレイスは恥ずかしさに涙ぐむ。温かな吐息を感じただけでも心臓がひっくり返りそうになるのに、ぬるついた舌にそろりと舐められ、高い声が漏れてしまった。

　それで引いてくれるかと思いきや、フェリクスはむしろ煽られたように乳首を舐め転がし、吸い付いてくる。

　もう一方の乳首は指先で擦られたり、優しくつままれたりして、グレイスは首を緩く振って快感を散らそうとした。

「あ、あぁ、フェリクス、さま……っ」

　大きな手で脇腹を撫でられる。乳首に続いて首筋や耳裏にまで唇で吸い付かれて、そのたびに身体がびくんと跳ねた。

　心臓はどくどくと速い鼓動を打ちっぱなしだ。忙しない呼吸を繰り返しているせいか、肌がしっとりと汗ばんできている。

「あ、ん、んっ……」

　耳孔に舌を入れられ軽く舐められながら、大きな両手で乳房を揉まれて、グレイスはもうされるがままだ。

　そのうちフェリクスも大きく息を吐き、片手をグレイスの太腿にかけた。

「あっ……」

　下穿きの紐が引かれ、薄い布があっさり取り払われる。そして間髪入れず、足を大きく開かされた。

　もう身体を隠すものはなにもない。フェリクスにすべてを見られていると思うと、恥ずかしさのあまり気が遠くなりそうだ。

　身体を起こしグレイスを見下ろすフェリクスも、余裕がない様子でごくりと唾を呑み込んでいる。

（もう繋がるの……？）

　フェリクスの右手が自身の腰元にかかったのを見て、グレイスはぎゅっとまぶたを閉じる。

　ベルトを緩め脚衣を脱ぎ捨てる音が聞こえて、心臓がドキドキとそれまで以上に高鳴ってきた。

　だが、フェリクスは身を繋げようとはしなかった。グレイスの足を持ち上げ太腿を閉じさせると、その隙間になにか熱い棒状の塊をねじ込んでくる。

　それが彼の股間から伸びるものだと本能で悟り、グレイスはとっさに悲鳴を呑み込んだ。

（なんて熱いの……！）

　おまけに硬く張り詰めている。少し湿っているのが、紛れもなく身体の一部であることを伝えてくるようで、恥ずかしすぎてとても目を開けていられなかった。

「グレイス……っ」

　だが切羽詰まったフェリクスの声を聞くと、自然とまぶたは上がってしまう。

「あっ……」

　目と鼻の先にフェリクスの顔があるのに気づいて、グレイスは大きく目を見開く。フェリクスが口づけてくるのはほぼ同時だった。

「んぅっ……。ふ、ぁ……っ」

「……っ、すまない、動く。そのままでいてくれ……っ」

　グレイスの太腿を左右から掴み、フェリクスが腰を動かしてくる。そのたびに彼の肉竿が太腿と秘所のあわいを前後していき、グレイスは再びぎゅっと目をつむった。

「ん、んっ……。ンン……！」

　両手で口元を押さえて、はしたない声が漏れそうになるのを必死に我慢する。

　恐ろしいことに、彼の肉棒が秘所を擦るたびに、そこから燃え立つような快感が生まれて、身体の奥がどんどん切なくなっていくのだ。

　最初はぎこちなかった彼の動きも、次第になめらかになっていく……おまけに、ぬちゅぬちゅという水音まで聞こえてきて、グレイスはひどく戸惑った。

（な、なにか、恥ずかしいところが濡れている感じが……っ。あっ……）

　フェリクスがぐっと息を詰める。それと同時に肉棒が大きく震えて、なにか熱い液体がグレイスの腹部の上にどぷりと注がれた。

「あっ……」

　肌の丸みを伝う感覚と、むっとするような独特の匂いに、それが彼の欲望の液だと遅まきながら理解する。

　これがいわゆる子種なのか、と冷静に知覚する一方で、こんなに熱くとろりとしたものなのか、という驚きもあって、少しのあいだ固まってしまった。

　だがフェリクスのほうはまだ苦しげだ。それまで以上に浅い呼吸を繰り返したかと思うと、今度はグレイスの身体をうつ伏せに返してしまう。

「フェ、フェリクスさま……。あっ」

　腰を高々と上げられ、彼の眼前に尻を突き出す格好を取らされる。

　忘れかけていた羞恥がたちまち戻ってくるが、フェリクスが再び足のあいだに肉棒を差し入れてきたのには息を呑んだ。

　彼のそこは吐精したにもかかわらず、みっしりと張り詰め、熱く滾っている。

「……まだ薬が抜けない……もう少し付き合ってくれ」

「あぁ、あ、熱い……っ、あぁあ……！」

　フェリクスの手が乳房を揉んでくる。指の股に乳首を挟まれながら揺さぶられると、そこからも甘い快感が湧いて勝手に声が漏れた。

　口の中が唾液であふれて、気をつけないとだらしなくこぼしてしまいそう。

　漏れ出る声と一緒に何度も呑み込みながら、グレイスはフェリクスの熱が鎮まるまで、絶えず揺さぶられ続けていた。

















第二章　不本意なプロポーズ












　深く眠り込んでいたグレイスは、誰かに肩を揺り動かされて、思わず眉を顰めてしまう。

「もうちょっと……まだ寝かせて……」

　意地汚く毛布にくるまろうとすると、耳元で誰かがくすりと微笑む気配がした。

　起こしにきたのが侍女なら、そんなふうに笑ったりしない。「朝でございます。お目覚めください」と、もっと揺さぶってくるはずだ。

　違和感はすぐに大きくなって、グレイスはぱちっと目を開けた。

「おはよう、グレイス」

「……。――っ!?」

　グレイスは危うく悲鳴を上げそうになる。

　すんでのところで口元を押さえてこらえたが、よほどおかしい表情になっていたのだろう。彼女をのぞき込んでいたフェリクスが、ふっと相好を崩した。

　滅多に見られない彼の笑顔に胸がときめくも、どうして自分の寝室に彼が？　という驚きが大きくて混乱してしまう。

　またフェリクスはシャツと上着を無造作に羽織っただけの格好で、大きく空いた襟元からはたくましい胸板が見えていた。

　彼の素肌にまたドキッとするが、おかげで記憶が戻ってくる。

「……あ、あ、わたし……！」

　昨夜の痴態を思い出し、グレイスは声もなくじわじわと真っ赤になっていく。

　おまけに毛布の下は素っ裸のままで、また悲鳴を上げそうになる。

「あ、ぅ、わ、わたしったら……っ」

「ありがとう、グレイス。あなたのおかげで、今朝のわたしは健康そのものだ。あなたの献身に深く感謝する」

　おろおろするグレイスの前に膝をついて、フェリクスが深く頭を下げてくる。

　帝国の皇太子である彼が、自分のような小国の王女に頭を下げるなどあってはならないことで、グレイスはいっそう狼狽えた。

「そ、そんな、顔をお上げください……！　兄に叱られてしまいます。――あっ、そうだわ、お兄様は」

　グレイスは枕元の時計をのぞき込む。

　幸い、時刻はまだ朝方の五時だ。これだけ早ければ侍女たちも起きていないだろう。

「――まだみんな寝ている時間ですわ。フェリクス様、今のうちにお部屋にお戻りください。お付きの方々もきっと心配されています。隠し通路を使えば、衛兵に見つかることもないでしょう」

　裸の胸元を毛布で隠しながら、グレイスは急いで彼を暖炉へ促そうとする。

　だがフェリクスは動かず、じっとグレイスを見つめていた。

「フェリクス様？」

　彼がそんなふうに無言で見つめてくることはあまりない。どぎまぎしていると、彼は一度目を伏せてから、再びグレイスの顔を直視してきた。

「わかった。今は部屋に戻る。だが、今日中に必ず、あなたとヴィンセントのもとを訪れよう。あなたに求婚するために」

「そんな、お忙しいのに……。――えっ、待ってください、求婚？」

　思いがけない言葉を聞かされ、グレイスはひっくり返った声を上げた。

「待っ……フェリクス様、どうして……ご冗談でしょう？」

「あなたはわたしがこの手のことで冗談を言う性格だとでも？」

　真面目に返され、グレイスは思わず首を横に振る。

　多くの国々を従える帝国の世継ぎであるフェリクスは、どこへ行ってもなにをしていても、その発言が注目を集めてしまう。ちょっとした冗談でも真面目に受け止められたり、逆に非難の対象になったりするので、滅多に軽口を叩いたりしないのだ。

（でも、それにしたって――求婚だなんて！）

　属国で小国の王女である自分に！　グレイスは驚きのあまりめまいを覚えた。

「ど、どうしていきなり、そんな……」

「いきなり？　あなたはわたしが、女性にこのような無体を強いておいて、それをなかったことにする無責任な男だと思っていたのか？」

「まさか！　フェリクス様が無責任なんて――」

　むしろ彼の責任感はかなり強いほうだと思う。しかし……

「無体だなんて……。フェリクス様は、その、わたしの純潔を奪うことはしませんでした」

　最後のほうは疲れ果ててよく覚えていないが、フェリクスは五回か六回ほど吐精していた。だがけしてグレイスの内部に侵入しようとはせずに、欲望を遂げていたのだ。

「だが、唇は何度も奪った」

　フェリクスはきっぱり答える。

「それに、あなたの裸身もこの目に焼きついている。女性の素肌を目にしたのだから、その責任を取って、あなたを妃に迎えるのは当然のことだ」

　焼きついていると言われ真っ赤になってしまうが、一方で『責任を取る』という言葉に、グレイスはハッと息を呑んだ。

　――フェリクスは元来、とても生真面目で清廉な性格をしている。

　純潔こそ奪わなかったとはいえ、それに近い行為をしたのだから、相手の女性を娶ることは紳士として当然のことと考えたのだろう。

（わたしが好きで求婚してくださっているわけではないわ。責任を取るために過ぎないのよ……）

　そのことに胸が痛む一方、とんでもないことをしてしまったという事実にグレイスは真っ青になった。

（わたし、昨夜はそのことまで考えていなかった。ただフェリクス様がおつらそうにしているのが嫌で、少しでもお役に立ちたくて……）

　自分が身体を差し出せばフェリクスの熱は鎮まる。その一点だけ考えて、自分にふれたあとのフェリクスが、どういう言動を取るかまでは思い至らなかったのだ。

　フェリクスのほうはきっと、昨夜のうちに覚悟を決めたのだろう。グレイスの肌に手を伸ばしたときにはもう、求婚すると決めていたに違いない。

　今更ながらそのことに気づいて、グレイスは罪悪感にさいなまれる。

　黙り込んだグレイスになにを思ったのか、フェリクスは彼女の頬を両手でそっと挟むと、唇に柔らかくふれてきた。

「んっ……。フェリクスさま」

「……そんなつらそうな顔をするな。――今日は昼餐と、夜にはまた舞踏会か……。舞踏会前の茶の時間ならこちらにこられる。ヴィンセントにも報せをやるから、ここで待っていてほしい」

　思いがけず真摯に懇願されて、グレイスは頷くよりほかなくなる。

　フェリクスは再びグレイスに口づけると、待っていてくれと念を押して、暖炉の中の隠し扉を開けて、静かに姿を消した。

「今のキスは……きっと慰めのキスね」

　グレイスがよほど悲愴な顔をしていたから、元気づけようとしてくれたのだろう。

　彼のそういう優しさに、胸が熱くなるほどの喜びを感じるのは確かだ。

　だからこそ、自分の浅慮のせいで彼が妃を選ぶ機会をなくしてしまったことが、より罪深く思えて、グレイスは震える唇をぎゅっと噛みしめるのだった。
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「――フェリクス殿下！　ようやくお戻りですか。昨夜はいったいどちらにいらしていたのですか!?」

　隠し通路を駆使し、自分の寝室に入ったフェリクスは、一晩中待っていたであろう側近リバルにさっそくガミガミ言われた。

　隠し扉の出入り口の多くは、寝室の暖炉になっている。きっちり入り口を閉ざすフェリクスに、リバルはなおも詰め寄った。

「あなたが時折、息抜きと称してお出かけになるのは容認してきました。が、よりによって他国の王族が多く滞在しているこの時期に抜け出すなんて……。いったいどんな理由があったのですか？　まさか夜這いをかけに行っていたとか、ふざけたことは言わないでしょうね」

「ああ、結果的に夜這いみたいなものだった」

「なるほど。殿下もとうとう女性の素晴らしさに目覚めて――。って、はっ!?　夜這い!?」

　自分で言っておきながら、リバルは天地がひっくり返ったような声を出した。

「そううるさくするな。まだ侍従や小姓も寝ている時間だ」

「こっちはあなたの帰りを待ちわびて一晩中待機していたんですよ！　なのに、そうやって気を揉んでいるあいだに、あなたは夜這い……。夜這いですと……!?　これまでどんな縁談を持ち込まれても見向きもしなかったあなたが……夜這い……！　相手はいったいどちらのお嬢様なのですか!?　――あっ、お嬢様と言えば」

　なにか思い出した様子で、リバルはいったん気炎を引っ込めた。

「昨夜、まだ舞踏会が盛況な時間に、ブレイブ公爵令嬢がお見えになりましたよ。殿下が気分を悪そうになさっていたので、心配でお見舞いにきたと言っていましたが」

「気分を悪そうに、か……。自分で妙な薬を盛っておいてよく言えたものだ」

　吐き捨てるようなフェリクスの言葉に、リバルもすぐさま真面目な顔つきになった。

「薬を盛られたですと？　普段から口になさるものには細心の注意を払っておいでの殿下が？　久々の宴で気が緩みましたか？」

「確かに、気は緩んでいたのだろうな……」

　きらびやかな夜会用の上着を脱いで、フェリクスはふーっと息をついた。

　成人してからというもの、それまでに増して自分を律し、皇太子としての務めに邁進してきたフェリクスだ。普段からいろいろな欲求を抑えて暮らしているから、豪華絢爛な舞踏会の雰囲気に、悪い意味で当てられてしまったのかもしれない。

　だが一番は、ほとんど最後のほうに挨拶にやってきた、アリーフェンのグレイス王女のことがあったせいだろう。

（グレイス……）

　目を伏せると、もう立派な淑女に成長した彼女の姿が脳裏に浮かんで、どうしようもなく胸が苦しくなる。

　最後に顔を合わせたのは三年前のことだったか。

　あのときのグレイスはまだ幼かったが、ぱっちりとしたピンク色の瞳や、ふっくらとした頬はとても可愛らしかった。帝国の淑女たちと違い、野遊びでほどよく日焼けした健康的な肌は、フェリクスの目には魅力的に映ったし、そうでなくても、あと数年後にはとびきりの美少女になるであろうと考えていた。

　初めて会ったときこそ、自分の前で転んでしまい泣きそうになっていたグレイスだが、その後何度か会ううちに愛らしい笑顔を見せてくれるようになり、無邪気に慕ってくれる姿には、折にふれて癒やされてきたのだ。

　――その彼女が想像以上に美しく成長していたため、フェリクスはつい目を奪われてしまった。

　もちろん、その感情を表に出すような無作法はしていない。

　だが、多くの国の王族との会話で緊張して、いつも以上に言動に気をつけていたぶん、飲食物への注意はおろそかになっていた。

　まして、帝国の貴族の中でも長い歴史を持ち、重鎮の一人となっているブレイブ公爵の勧めとあれば、断るわけにはいかなかったのだ。

『殿下は本日はダンスはされないそうですな。娘がたいそう残念がっておりました。それでダンスの代わりに、我が領地で醸造しているワインの味見をお願いしたいと、娘が先ほどからそわそわしながら控えているのですが』

　ブレイブ公爵はそう言って、背後に控えていた娘ベラドナを手招きした。

　ベラドナは艶やかな赤毛が印象的な令嬢だ。体つきは成熟した女性のそれなのに、顔立ちはどことなく幼く、ふんわりとした雰囲気があるため、多くの青年貴族を虜にしている。

　あいにくフェリクスが心を動かされることはなかったが、その彼女が『今年のワインは近年でも稀に見る最高の出来で、是非殿下に味わっていただきたいと思いましたの』と頬を紅潮させて薦めてくれば、断るのも難しい。周囲を囲む重鎮たちが、微笑ましくもうらやましそうにも見ているだけに、なおさらだった。

　とりあえず口にしたワインは、確かに深みのあるいい味だったが、感動するほどのものでもなかった。……とは、さすがに言わず、当たり障りのない感想を伝えて、周囲の人々にも勧めた。

　――それで、その場は終わるはずだったのだ。

　それなのに、少しもせずにひどく酩酊したように視界がぐらぐらして、吐き気がしてきた。

　シャンデリアの明かりや、楽団の音楽を聴くだけでも気持ちが悪くなって、フェリクスは急ぎの用事ができたと断り、皇族専用の扉からいったん広間をあとにしたのだ。

　祝賀行事の舞踏会で皇太子が無様な姿をさらすなど、あってはならない。

　フェリクスはすぐに近くの隠し扉を押し開け、狭苦しい隠し通路に入った。このときばかりは、宮殿の隠し通路すべてを熟知していた己を褒めたい気持ちだった。

　だが気分の悪さのためか、間違ってギャラリーに出てしまった。誰もいないならまだしも、近くにひとの気配がある。

　さて、どうやって切り抜けようかと思ったが、「だ、だれ？」と誰何すいかしてくる声は、よく聞き知った声だった。

　そして、いったいどうしたことか。それまで吐きそうなほど気持ち悪かったはずなのに……美しく着飾ったグレイスが目の前にいると認識した瞬間、急に下腹部に熱が集まり始めたのだ。

　ここへきてフェリクスはようやく、あのワインに興奮剤か媚薬の類が含まれていたのだと思い至った。

　広間で大勢に囲まれているときは、ただ気持ち悪いと感じるだけだったが、少なからず恋情を抱いていた相手を前にした途端、薬は本来の効力を一気に発揮したようだ。

　――その後のことは、薬の影響か切れ切れにしか思い出せない。気づけばグレイスが滞在している客間の寝室にいて、彼女を押し倒し唇を奪っていた。

　だが、彼女に口づけた瞬間、フェリクスは薬で感じている以上の喜びと興奮を、確かに覚えた。

　グレイスは小国アリーフェンの出身だ。フェリクスが自分の妃になってほしいと思ったところで、彼女のほうは身分差や国の立場を考慮して、首を縦に振らない可能性がある。

　無理矢理連れてくるような真似をして、彼女とこの十年で築いた関係を壊したくない気持ちもあり、この想いは封印するべきかとも思っていた。

　だが、そんなことは無理だと、彼女の柔らかな肢体に溺れながら、フェリクスははっきり悟った。

　初めての行為に真っ赤になりながらも、フェリクスのためにグレイスはその身を差し出してきたのだ。

　どうして手放すことなどできるだろう。これほどの献身と優しさを持つ少女を、身分や立場を理由にあきらめることなど、フェリクスにはとうていできない。

　ようやく身体に渦巻いていた熱が鎮まり、理性を取り戻す頃には、グレイスはすっかり疲れて切って寝息を立てていた。真っ白な肢体が自分の欲望の液で穢されているのを気の毒に思う一方、ほかの誰にも彼女のこんな姿を見せたくないと思ったのも事実だ。

　とりあえず、できる限り彼女の身体を拭き清めて、フェリクスもその隣に横になった。

　今のうちに部屋に戻るという選択肢もあったが、彼女を一人で目覚めさせたくない。それに、自分はもう彼女を妃にすると決めた。ほかでもない彼女に、それを一番に伝えたい。

　そう思って翌朝、求婚したわけだが……思いのほかグレイスが悲しげな面持ちを見せたことが気がかりだ。

　素直に喜んでくれるとは思っていなかったが、あそこまで悲愴な顔をされるとも思っていなくて、フェリクスは今更ながら、早まっただろうかと心配になってくる。

　これまで何事もそつなくこなしてきた彼だが、こと女性関係は面倒がって、皇太子の勤めを言い訳に遠ざけてきたこともあり、どう対処したらいいのかわからなかった。

（午後には挨拶に行くと言ったわけだから、なにか……慰めになる菓子でも花でも持っていったほうがいいのか……）

「ちょっと、フェリクス殿下、一人でなにを考えておいでで？」

「ん？　ああ、すまない。なんの話だったか」

「ブレイブ公爵令嬢ベラドナ様のことですよ！　薬を盛られたというのは本当ですか？　お加減はいかがです？　顔色は悪くない……というか、いつもより肌がつやつやしていません？」

　夜這いの効果か……と目を据わらせる側近に、フェリクスは「そうかもな」とあっさり頷いた。

「ベラドナのことはひとまずいい。それより、アリーフェンの王族が滞在している部屋に伝言を頼みたい」

「アリーフェン、と言うとヴィンセント殿のところですか？　私的なご用事でも？」

　側近のリバルはフェリクスにとっては乳兄弟でもあり、アリーフェン行きにも毎回同行していた気安い仲だ。リバル自身も、アリーフェンの王太子ヴィンセントと仲がいい。

「いや、公的な面会の申し込みだ。アリーフェンの王女を我が妃として迎えたい」

「アリーフェンの王女というと、グレイス様ですよね。ピンクの瞳が目を引く可愛らしい姫君でしたが……。ってことは、ちょっと待ってください、まさか夜這いの相手って!?」

　懐かしい少女の面影に口元をほころばせたリバルは、即座に鬼の形相になった。

「……フェリクス様、あなたってひとは！　よりによってグレイス様のような、純真で可愛らしい王女様を手込めにするなんて……！」

「だからこそ責任を取る意味も込めて、すぐに申し込みに行くんだ。昼餐と舞踏会のあいだに休憩時間があっただろう。あそこで行く」

「休憩時間と言っても、式次第の打ち合わせとか、それなりに入っているのに……。いや、でも求婚のほうが確かに急務ですね。しかし、はぁ、あの愛らしい王女様が我が皇太子殿下の毒牙にかかってしまったとは……」

「毒とはなんだ、毒とは」

　思わず突っ込んでしまうが、実際に正気を失っていた昨夜の自分は、グレイスにとって恐ろしかったのかもしれない。ギリギリのところで挿入しないだけの配慮はできたが、それ以外は……けっこう乱暴に扱ってしまった気がする。

（だから求婚しても浮かない顔をしていたのか……？）

　可能性はある。結婚すればもれなく性生活もついてくるから、昨夜のフェリクスの様子を前に、尻込みしてしまったのかもしれない。

　自分としたことが……とフェリクスは頭を抱えるが、とにかく、それは今後彼女に優しく接することで挽回していくしかない。

　昼餐の前に両親にも話を通しておかないとと、不安になる気持ちを押し殺し、フェリクスはすぐに行動を始めた。
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「グレイス？　さっきからあくびをかみ殺しているな。昨夜は眠れなかったのか？」

　朝食の席で、向かいに座る兄ヴィンセントから心配そうに言われて、グレイスは危うくスープに噎せそうになった。

「え、ええと、実はそうなの。早く床に入ったのに、舞踏会の興奮が続いていたのか、寝付けなくって……」

「そうだったのか。だったらもっと遅くまで寝ていてもよかったのに」

「そのとおりですわ。なのに姫様ったら、ご自分が汚された毛布やシーツまで洗い場に運んでいらして……。そのようなこと、わたしどもを呼んでくだされば、すぐに片付けましたのに」

　グレイスのグラスに水を注ぎながら、給仕に当たっていた侍女もちょっと拗ねた様子で追撃してくる。

　グレイスは口元が引き攣らないように気をつけながら、懸命に笑みを浮かべた。

「だ、だって、寝ぼけて水差しの水をぶちまけてしまった、なんて、恥ずかしいじゃない……。まだ夜が明けてすぐだったし、あなたたちも昨夜は支度で疲れたでしょう？　今日だって大変なのだから、少しでも眠っていてほしかったのよ」

　――フェリクスが隠し扉の向こうに消えてから、少しのあいだは感傷に浸っていたグレイスだが、すぐにのんきにしている場合ではないと気がついた。

　身体はさほどべたついてはいなかったが、毛布やシーツには昨夜の痕跡がしっかり残っている。匂いもそれなりにあって、グレイスは急いで寝具を浴室に運んだのだ。

　幸い、浴室には昨夜使った湯がそのまま残っていた。それで汚れたシーツを洗い、とりあえず浴槽につけて隠蔽工作をしたあと、急いで寝室に戻り、窓を全開にしたのだ。早朝の空気は寒かったが、おかげで室内にこもっていた独特の匂いも消えた。

　思いがけない重労働にぜいぜいと息を切らすグレイスに、侍女たちは仰天して、なにがあったのかと尋ねてきた。グレイスは先ほどの言い訳を並べ立て、今後は寝室に水差しを置くのはやめるわ、と言って誤魔化したのだ。

（今朝だけで一生分の言い訳を口にしている気がするわ）

　人間というのは、追い込まれると口がぺらぺら回るものらしい。

　ヴィンセントは怪訝な顔をしていたが、それ以上は追及せずに食事を続けた。

　そうして食後の紅茶を味わっていたときだ。フェリクスの側近が訪れていると、取り次ぎに出た侍女から連絡があった。

「フェリクス様の側近ということは、リバル様かしら？」

「だろうな。お通ししろ」

　果たして入室してきたのは、フェリクスやヴィンセントより二、三歳年上の側近、リバルだった。

「リバル殿！　久しぶりだな。息災のようでなによりだ」

「ヴィンセント様もお元気そうで、安心しました」

　兄はわざわざ立ち向かってリバルを迎え、リバルのほうも嬉しげに兄と握手を交わした。

「お食事中に申し訳ない。実はフェリクス殿下からの伝言を預かってまいりました」

「フェリクス殿下から？　私的に会って旧交を温めたい……という雰囲気でもなさそうだな」

　リバルのなんとも言えない曖昧な笑みを見て、ヴィンセントが首を傾げる。一方のグレイスはハラハラしながら兄たちの会話を聞いている。

「実はヴィンセント様とグレイス様に、大切なお話があるとのことで……。本日のお茶の時間に、殿下がこちらにいらっしゃるおつもりです」

「わざわざこちらに？　我々が出向くべきではないのか？」

　ぎょっとした様子の兄に、リバルは「いいえ」と首を振った。

「ですので、その時間は失礼ながら、こちらにいらしていてほしいのです」

「無論、それはかまわない。しかし話というのは……」

「わたしの口からは申し上げられません」

　リバルの言葉にヴィンセントは眉根を寄せるが、問い詰めても仕方ないと思ったのだろう。「伝言、確かに承った」と頷いた。

「では、わたしはこれで」

　リバルはそう言って下がっていく。ヴィンセントはすっかり当惑した顔つきで、再び食卓についた。

「大切な話とはなんだろうな。グレイス、心当たりはあるか？」

「い、いいえっ」

　本当はありすぎるほどあるが、さすがにそれを言うのは憚られる。

　だが妹の様子に思うところがあったのだろう。ヴィンセントは「まさかフェリクスの奴……？」と、なにやら不穏に呟いている。

「あ、あの、お兄様、わたしはそろそろ下がらせていただくわ。昼餐会の支度をしないと」

「ん？　ああ、そうだな。女性の支度は時間がかかるものだ」

　そう言いながらも、兄はまだ考え込む様子で、茶のおかわりを頼んでいる。

　意外と察しのいい兄のことだ。もしかしたらなにかに感づいたかもしれない。

　とはいえそれを聞く勇気は湧いてこなくて、グレイスは急いで寝室に引き上げるのだった。










　やってきた要人すべてをもてなした昨夜の舞踏会と違い、今日の昼餐会は王族のみを招いたものだ。

　席順はひな壇にしつらえられた皇帝一家に近いところに、同盟国の王族が並び、次に属国の中でも国力の強い順から並んでいく。

　アリーフェンは小国ということもあり、かなり下座のほうだ。

　だがそのほうがありがたい。フェリクスの近くにいたら絶対に挙動不審になってしまうし、まともな会話一つできなくなってしまう。

　幸い、グレイスの右隣に座るのは兄だったし、左隣に腰掛けているのは隣国の王弟だ。向かいに腰掛けている者も年配のひとだったので、肩肘張らずに和やかに会話することができた。

　それでも気づけば、フェリクスのことを目で追っていたのだろう。完全に無意識だったので、隣に腰掛ける王弟が「やはり若い女性は皇太子殿下のことが気になるようですな」と声をかけてきたことで、グレイスはハッと盗み見を自覚した。

「い、いえ、そんな……。恐れ多いことですわ」

　慌てて訂正したものの、耳ざといヴィンセントには聞かれてしまっていたらしい。

　無事に昼餐会が終わり、客間に引き上げるなり、ヴィンセントは難しい顔で詰め寄ってきた。

「フェリクス殿下となにがあったんだ？　殿下がわざわざ会いにきたいなどと伝言を寄越してくるからには、なにかあったに決まっているよな？」

「お、お兄様、それは――」

「とぼけても無駄だぞ。さっさと白状しなさい」

　厳しいまなざしで詰め寄られて、グレイスはたじたじになってしまう。

　幸いなことに、グレイスが音を上げる前にフェリクスがやってきた。

　いつもは会ってすぐ抱擁を交わすくらい仲がいいというのに、フェリクスが挨拶しても、ヴィンセントはむすっとした顔を隠そうともしない。

「突然の訪問の無礼を許してほしい、ヴィンセント」

「……いいえ。お忙しい中、足を運んでいただき恐縮です、皇太子殿下。どうぞ」

　侍女が茶を淹れ終えると、ヴィンセントは人払いを命じ、呼ぶまで絶対に入るなと厳命する。

　部屋に三人だけになったところで、フェリクスがもったいぶらずに口を開いた。

「単刀直入に言う。貴国の王女グレイス・アリーフェン殿下を、このわたしの妃として、我が帝国に迎え入れたい」

　本当にズバリと切り出したフェリクスに、グレイスは息を止めてしまう。

　だがヴィンセントは驚きを見せず、それどころかどこかあきれたように嘆息した。

「それは貴殿が昨夜、我が妹の純潔を奪ったための申し出なのか？」

　……グレイスはフェリクスがまったく表情を変えないでいることに、いっそ感服する。彼女のほうは今にも酸欠を起こして倒れそうなのに！

「お、お兄様、なにを言い出すの……!?」

　ほとんど喘ぎながらそう言うも、ヴィンセントは険悪な面持ちでフェリクスを睨んだままだ。

　相対するフェリクスは、落ち着いた様子でゆっくり瞬きした。

「グレイス王女の名誉のために言っておくが、彼女の純潔は損なわれてはいない。だが彼女と一晩を同じ部屋で過ごしたことは確かだ。その責任を取るためにも、申し出は早いほうがいいと考えた。……昨夜のことは、グレイスから聞いたのか？」

「――いいや、グレイスはなにも言わなかった。だが、なにかあったことは様子を見ていればわかる。うちの妹は、こと君に関しては嘘が下手なんだ」

　はあ、と息を吐き出してから、ヴィンセントは張り詰めた雰囲気を解いて、椅子の背もたれに身体を預けた。

「純潔云々はかまかけだが、まさか本当に一晩を一緒に過ごしたとは……。いったいなにがあったんだ？　君が理由もなく未婚女性の名誉を損ねることをする男じゃないことくらい、僕はわかっているぞ」

　身を乗り出すヴィンセントに対し、フェリクスは昨夜のことを話し出した。

　さすがにグレイスの肌にふれたということは伏せていたが、なにか薬を盛られて気分が悪くなってしまい、動けなくなっていたところをグレイスに助けられ、彼女の部屋で一晩介抱されたのだ、ということを説明する。

「君がそんな薬を盛られるなんて……。めずらしいな。宴で気が緩んでいたのか？」

「そんなところだと思う。自分でも驚くような油断だった。グレイスがいてくれなかったら大騒ぎだったかもしれない」

　だろうな、とヴィンセントも頷いた。

「なんにせよフェリクス、君が無事でよかった。そして求婚の件だが――正式に申し込まれたとしたら、属国の中でも格下である我が国は『断る』という選択肢はそもそもない。だから君のほうから足を運んで、先にこちらの意思を確認しておこうと考えてくれたのだろう？　そこは深く感謝する」

　だが、と、それまで黙って成り行きを見守っていたグレイスに、ヴィンセントは視線を寄越した。

「兄としては、妹が異国で苦労をする姿はあまり見たくないと思っている。まして帝国は強大で、伝統やしきたりも多い国だ。妹はのびのびと育ったから、そのあたりに馴染めるかも不安でしかない」

「その心配はよくわかる。だがわたしはグレイスを不安にさせるようなことはけっしてしないと約束する。信じてほしい」

　力強く誠実な言葉に、グレイスの胸はとくんと高鳴る。

　横目で妹を見たヴィンセントは、やれやれと言いたげに肩をすくめた。

「……わかった。貴殿の申し入れをありがたく受け入れよう。グレイス、いいな？」

「は――はい、お兄様」

　グレイスは兄の勢いに呑まれるように頷く。

　どのみち兄の言うように、自分たちに拒否権はない。

　たとえお願いしている形であっても、帝国側からの申し入れであれば、それに否を唱えることは不敬に当たってしまうのだから。

（でも、まさかわたしがフェリクス様のお妃になるなんて……）

　つい昨日まで、そんな夢を見るのは終わりにしなくちゃ、と自戒していたというのに。

　その後、兄と二言三言言葉を交わすと、多忙なフェリクスはすぐに客室を出ていった。

　ヴィンセントはふーっと息をついて、グレイスの肩をぽんぽん叩く。

「お兄様……」

「そんな不安そうな顔をするな、グレイス。むしろ少しくらい喜びなさい。初恋の相手と結婚できるのだから」

「は、初恋って、お兄様そんな……っ」

　グレイスは大いに狼狽える。これまで一度もフェリクスを好きだと口にしたことはなかったというのに。

「言われなくても、見ていればわかるさ。僕だけじゃなく両親も、僕の妃だって気づいていたぞ。おまえがフェリクス殿下に首ったけなのは」

「そ、そ、そんな……」

　そんなにわかりやすかったのだろうか？　ショックのあまり頬を覆うグレイスに、ヴィンセントは笑った。

「それに、フェリクスだっておまえのことを憎からず思っていたはずだ。よかったじゃないか。愛するひとと一緒になれるのは、この上ない喜びだぞ」

　今は身重の妃とたいそう仲がいいヴィンセントは、そう言ってしきりに「よかったな」と笑いかけてくる。

　そんな兄を見ていると、フェリクスが責任を取るために結婚を申し込んだのだとは言いづらくて、グレイスは曖昧に微笑むしかできなかった。






　――やがて、フェリクスのほうから両親である皇帝夫妻に、グレイスを妃にしたいという話が行ったらしい。密かに議会が開かれ、グレイスを皇太子妃として迎えるべきか否かと話し合いが進められた。

　小国の王女を娶るなどとんでもない。同盟国や、もっと強力な国の王女を迎えるべき、さもなくば帝国の由緒正しい家柄の姫を迎えるべきだ――などの意見を中心に、喧々囂々の話し合いが行われ、なかなか紛糾したらしい。

　だが、結局はフェリクスの強い希望と、皇帝夫妻からの賛成があり、グレイスはフェリクスの妃として、ガナイシュ帝国に正式に迎え入れられることになった。

















第三章　失態続きの日々












「急なことでごめんなさいね、グレイス。フェリクスの我が儘で、もう今日が結婚式なんて。こちらに到着したばかりで、心の準備もできていないでしょうに」

「い、いいえ、皇妃様。そのようなことは――」

「母上、グレイスが戸惑っております。手をお離しください」

「まぁ、そんなことを言って。わたくしが可愛いお嫁さんを手放さないから、嫉妬しているのでしょう？　本当に困った息子よね」

　年齢よりずっと若々しく見える皇妃――フェリクスの母はそう言って、グレイスににっこり微笑みかけた。

　――多くの国の要人を招いた祝賀行事から、早三ヶ月。

　一度アリーフェンに戻り、嫁入り支度を整えたグレイスは、今度は一人でガナイシュ帝国の土を踏んだ。

　もちろん、本当に一人できたわけではない。父王の名代である外務大臣や、道中を守る衛兵、世話をするための侍女たちとも一緒だ。

　侍女は気心の知れた者を二人ほど残すつもりだが、残りの者は今から行われる結婚式が終わったら、すぐにアリーフェンに戻ることになっている。

　――そう、帝国に到着したその足で、グレイスはフェリクスと結婚式を行うことになっていた。

　場所こそ、宮殿に隣接する国一番の大聖堂なのだが、立ち会うのは皇帝夫妻とアリーフェンの外務大臣のみだ。式自体も誓いの言葉を口にし、婚姻誓書に署名して、指輪を交換するだけの簡単なものである。

　正式なお披露目は披露宴という形で、半年後に執り行うことになっている。そのときには豪華なウエディングドレスを用意し、再び各国の要人を招いた上で、大々的にグレイスを皇太子妃として紹介する予定だった。

　つまり今回の結婚式は「早くグレイスと結婚したい」というフェリクスの希望で、半ば強引に取りつけられたものということである。

「これまで女性に見向きもしなかった息子が、まさか可能な限り早く結婚したいと言い出すなんて……と、本当に驚いたのよ。息子はよほどあなたを大切に思っているのね」

　と、皇妃は感心したように繰り返していたが、それはおそらくフェリクスの責任感の強さのせいであろう、とグレイスは思った。生真面目な彼は、グレイスの肌を目にした責任を取りたくて必死なのだ。

（不可抗力だったのだから、さほど気に病まなくても大丈夫なのに……）

　とはいえ、フェリクスらしいとも思う。責任を取るための結婚であろうと、望まれるからには、グレイスも彼の妃にふさわしい貴婦人になりたいと思っていた。

　その一心で、この三ヶ月は帝国の歴史や慣習を猛勉強し、礼儀作法や語学の勉強も一からやり直した。皇帝夫妻が思いのほか自分を歓迎してくれていることを知って、もっともっと頑張らなくては、と決意を新たにするグレイスである。

　ひとまず挨拶を終えたグレイスは、大聖堂の一室を借りて大急ぎでウエディングドレスに着替えた。一見飾り気のないシンプルなデザインのドレスだが、よく見ると襟元や袖にびっしりと刺繍が入っている、かなり凝った一着だ。

　ヴェールは母から譲り受けたもので、総レース仕立てでとても可愛らしい。

　支度が調うとさっそく祭壇の前に促され、グレイスはフェリクスと向かい合った。

　フェリクスも婚礼らしく、白の上下に身を包んでいた。すっきりとしたデザインの衣服を身につけていると、彼の美貌や癖のない銀髪がより輝くようで、グレイスは急に恥ずかしくなってうつむいてしまう。

　ドキドキしながらなんとか婚姻誓書に署名し、フェリクスの左の薬指に金色の指輪を嵌めた。フェリクスも同じように、グレイスの指に細い指輪を嵌める。

「では、誓いのキスを」

　大司教に促されて、フェリクスがグレイスのヴェールをゆっくり持ち上げる。

　そっと上目遣いに見ると、フェリクスはわずかに目を見開き、それからほぅっとため息をついていた。

「フェリクス様？」

「……ああ、すまない。あなたがあまりに美しくて、見惚れていた」

「……」

　さらっと言われたことがよけいに恥ずかしくて、グレイスは首筋まで真っ赤になる。

　すぐそばに腰掛けていた皇帝夫妻にも息子の声は聞こえたらしく、二人は「あらまぁ」と言いながら微笑み合っていた。

　誓いのキスはちゅっとふれるだけで終わったが、それだけでも心臓が止まるかと思うほど緊張して、嬉しくて、面映ゆかった。

「ああ、嬉しいわ。フェリクスがこんなに可愛いお嫁さんを連れてきてくれたなんて。これからよろしくね、グレイス！」

　感極まった皇妃がハンカチで涙をぬぐいつつ、ぎゅっと抱きしめてくる。そのうしろではフェリクスより頑健な印象の皇帝も、うんうん頷いていた。

「不肖の息子だが、わたしからもどうかよろしく頼む」

「も、もったいないお言葉でございます。わたしのほうこそ、今後ともよしなに……」

　グレイスが深々と頭を下げると、その横でフェリクスがわざとらしく咳払いした。

「母上、グレイスは疲れています。部屋に案内しますので」

「はいはい、言われなくてもわかっていますよ。じゃあまた晩餐のときにね」

　皇妃は今一度グレイスを抱擁すると、皇帝と連れ立って大聖堂をあとにした。

「皆もご苦労だった。それと、外務大臣。アリーフェン国王によろしく伝えてくれ」

　フェリクスが居並ぶ人々に声をかける。名指しされたアリーフェンの外務大臣は深々と頭を下げた。

「もったいないお言葉です、皇太子殿下。そして、ご結婚おめでとうございます、皇太子妃殿下」

「あ、ありがとう」

　初めて『皇太子妃殿下』と呼ばれて、身が引き締まる思いに自然と背筋が伸びた。

　内々の式とはいえ、婚姻誓書に署名したからには、今の自分はもう王女ではなく帝国の皇太子妃。しっかりしなくては、とグレイスは胸を張る。

「お父様……アリーフェンの国王陛下にお伝えください。お身体を大切に、お元気で、と」

　外務大臣は再び頭を下げ、皇帝夫妻に続いて大聖堂をあとにした。

「――到着早々のことで、疲れただろう。晩餐までゆっくり休むといい」

「ありがとうございます、フェリクス様」

「手を」

　フェリクスの手が差し伸べられ、グレイスはきょとんとしてしまう。

　それを見たフェリクスは少し苦笑し、グレイスの手を取って、自分の腕にかけさせた。

「ま、あ、フェリクス様……！」

「部屋まで案内させてくれ」

　多忙な皇太子にエスコートしてもらうなんて……と思ったが、フェリクスが歩き出したためについていかないわけにはいかなくなる。

　居室までの長い道のりで、明日の朝の議会と昼餐の席でグレイスを紹介すること、数日後には歓迎の舞踏会も開く予定だ、ということを聞かされた。

「正式なお披露目は半年後かと思っておりました」

「国外に向けてはそれでいいが、さすがに国内の要人には急ぎ伝えたほうがいい。ただ、大々的に式を挙げたわけではないから、本当に結婚したのかと疑ってくる不遜な者も出てくるだろう。そういう者にはわたしが片端から制裁を加えるから、遠慮なく言いなさい」

「は、はい……」

　制裁を加えるなんて物騒な言葉だ。フェリクスがいつもと変わらぬ淡々とした面持ちで口にするから、なおのこと恐ろしく思える。

　用意された居室はフェリクスの私室のすぐ隣だった。お互いの部屋の一番奥の扉が夫婦の寝室と直結しているという。

「代々の皇太子妃が使ってきた部屋だから不自由はないと思うが、足りないものがあればなんでも言ってくれ。それと、こちらからは侍女を五人用意した。本当はわたし自身が選別したかったが、時間が取れず……選別は女官長が行った。これも不満があればすぐに交代させるから、遠慮せずに言ってくれ」

「そんな。過分なお気遣いです。侍女を用意してくださっただけでもありがたいです」

　この上フェリクスが侍女まで選んだとなったら、恐れ多くて申し訳なくなってしまっただろう。

「部屋の前までですまない。どうしても晩餐までに処理しておきたい案件があって」

「いいえ、ここまでご一緒してくださっただけで充分です。ありがとうございます、フェリクス様」

　だが、フェリクスはなぜか少しさみしげな表情だ。

「フェリクス様？」

「……あなたは謙虚だな。それがあなたのいいところなのだが……もう少し、甘えてくれてもいいのに、とも思う」

　まぁ、とグレイスは思わず目を瞠ってしまう。

　なんと答えるべきかと困ってしまうが、すぐに侍従がフェリクスを呼びにきた。お早くとせっつかれ、フェリクスは後ろ髪を引かれる様子ながら自身の執務室へ向かっていく。

　グレイスはフェリクスの姿が見えなくなるまで見送って、アリーフェンから連れてきた二人の侍女とともに、皇太子妃の居室へと足を踏み入れた。

「ようこそおいでくださいました、グレイス皇太子妃殿下。わたくしは女官長のアリサ。こちらが、皇太子妃付きの侍女たちになります」

　居間に入ると、さっそく厳しい顔つきの女官長が出迎えてくれた。

　女官長は手を叩いて侍女たちを呼び寄せると、右から順に名前を紹介していく。グレイスは侍女が頭を下げるたびに一つ頷いていたが、一番左にいた侍女だけが、お仕着せではなくドレス姿であることに気づいて首を傾げた。

「彼女はベラドナ様と言って、ブレイブ公爵家のご令嬢です。ほかの侍女とは違い、相談役という形でお仕えさせていただきます」

「相談役……皇太子妃にはそのような存在が必要なの？」

　グレイスが確認すると、女官長は「ええ、まあ」とおざなりに頷いた。

「本来なら必要ないこともあるのですが、皇太子妃殿下は異国から嫁がれた方ですので、なにかあったときのために、相談できる相手がいたほうがいいだろうとの配慮です」

　女官長の言い方は少し棘があるように感じたが、グレイスは努めて気にせず「そうね。確かに相談相手がいると心強いわ」と頷いた。

「ベラドナ・ブレイブ様ね。これからどうぞよろしく」

「もったいないお言葉です、皇太子妃殿下。よろしくお願いいたします」

　艶やかな赤毛が目を引く公爵令嬢は、グレイスの挨拶ににっこり微笑み、ドレスの裾を引いて優雅にお辞儀した。

　グレイスが連れてきた侍女たちもそれぞれ自己紹介したところで、とりあえず居室をぐるりと一回りする。

　日常を過ごす居間は二つあり、入り口の近くには応接間もあった。いずれもとても広くて居心地がよさそうだ。

　さすがは皇太子妃の居室だと思ったのは、まるまる二部屋が衣装室となっていたことと、音楽室と書斎までついていたことだ。書斎には本棚も備え付けてある。

　また一階下はサロンになっていて、お気に入りの友人を招いて、ちょっとしたパーティーも開けるようになっていた。

　奥には広々とした浴室も完備してある。さらに奥には寝室もあった。普段は夫婦の寝室を使うのだが、月のものや病気のときはこちらで休むことになるそうだ。

　ひとまず湯を使わせてもらって、晩餐まで少しのあいだ眠ることにする。いよいよ帝国入りだと思うと、昨夜は緊張して眠れなかったので、横になれるのはありがたかった。

（晩餐でも粗相のないようにしなくちゃ……）

　大聖堂では緊張のため、まともに会話もできなかった。晩餐こそ頑張ろう。

　湯上がりに渡されたジュースを飲みつつそう考え、眠りについたグレイスは、数時間後、とんでもない失態を犯し真っ青になるのだった。










「――グレイスはどうした？」

　皇帝夫妻と皇太子、そして宰相をはじめとする大臣たちが大食堂に介しても、皇太子妃となったグレイスは姿を見せなかった。開式の予定時間も過ぎているだけに、そろそろ乾杯しないとどうしようもない。

　報告にやってきた女官長に、フェリクスは厳しい声音で問いかける。

　すると女官長は深々と頭を下げて答えた。

「晩餐前に横になりたいとのことで、お休みになったのですが……お時間ですとお起こししようとしましても、まだ眠りたいの一点張りで、寝台から出てくださらなくて」

「グレイスが……？」

　律儀な彼女らしくない台詞に、フェリクスは眉を寄せる。

　だがこれを聞いた大臣たちは露骨に顔をしかめ、口々に非難を呟いた。

「まさか歓迎の晩餐を、まだ寝ていたいなどという理由で欠席するつもりですかな？　皇太子妃としてそれはいかがなものかと思いますがな」

　特にグレイスを皇太子妃に迎えることに反対していた者たちは、ここぞとばかりに声を大きくしてくる。やはり小国の姫には帝国の礼儀はわからないとか、皇太子殿下を侮るなど許しがたいとか、好き勝手な声が飛び交った。

　それ以上空気が悪くなるのを避けたかったのだろう。おもむろに皇帝が「ごほん」と咳払いをする。

「姫君は今日宮殿に入ったばかりで、疲れていたのだろう。皆そう目くじらを立てず、寛大な気持ちで迎えてやってくれ。とはいえ、せっかくの料理が冷めてしまうのはいただけない。そろそろ乾杯といこうではないか」

　皇帝の言葉を無視するわけにはいかず、大臣たちも渋々グラスを手に取る。

　皇帝の音頭で乾杯をして、無事に晩餐が始まってすぐ、フェリクスは立ち上がった。

「父上、母上、申し訳ないのですが」

「うむ。妃のところへ行ってやるといい」

「もしかしたら本当に疲れが取れなくて、熱でも出たのかもしれないわ」

　皇妃も心配そうに囁いて、フェリクスが退席するのを咎めなかった。

　フェリクスはまっすぐグレイスの居室へ向かい、ぎょっとした様子で目を瞠ってくる侍女たちも無視して、奥の寝室へ向かう。

　そこでは確かにグレイスがくぅくぅと寝息を立てて横になっていた。

「女官長、ついてきているか？」

「は、はい」

　フェリクスが大食堂を出るなり、慌ててくっついてきた女官長は、すぐに頭を下げる。

「グレイスに起きろと声をかけたのはおまえか？」

「……いいえ、侍女です。わたくしは侍女からの報告を受け、お知らせに……」

「もういい。下がれ。全員だ」

　恐縮する女官長や侍女たちが出ていくのを見てから、フェリクスは寝台に近寄った。

「グレイス、グレイス」

「んっ……」

　グレイスはかすかに眉を寄せると、ゆっくり目を開けた。

「……フェリクス様……？　あら、わたしどれくらい眠って……」

　いまひとつ状況が呑み込めていないらしいグレイスは、フェリクスが晩餐に合わせた礼服を身につけているのを見て、さっと青くなった。

「……今、何時ですか？　晩餐会は……！」

「先ほど始まったところだ。あなたが姿を見せないから、心配になって見にきた」

「そんな……！　わたし、ちょっと横になるつもりで。一時間前には起こしてほしいと侍女たちにもお願いしていて……っ」

　真っ青になったグレイスは、自分の失態に気づいたのだろう。かわいそうなくらい震えて涙目になっていた。

「女官長が言うには、起こすには起こしたが君が起きなかったと。まだ眠りたいと答えたらしい」

「そんな、本当に……？　……覚えていないわ……」

　愕然とする彼女の肩を、フェリクスはゆっくり撫でてやる。

「おそらく疲れが溜まっていたのだろう。気にすることはない。体調が悪くないならそれでいい」

「そんなこと……でも……わたし……」

　グレイスは切れ切れに呟いていたが、やがてまぶたがとろりと下がって、身体がふらふらしてくる。どうやらまだ眠い様子だ。フェリクスはそっと彼女の身体を横たえた。

「あなたを紹介する機会はいくらでもある。今日はもう眠りなさい」

　グレイスはなにか言いたげに首を振ったが、横にすると糸が切れたように眠りに就いた。

　あまりにすんなり眠ったので、逆に驚いたくらいだ。

（それだけ疲れているということか？　いや……）

　グレイスはたとえ疲れていようと、自分の務めはしっかり果たそうと考えるタイプだ。

　それになにか失敗をしたときには、必要以上に自分を責めてしまう癖がある。今も晩餐会をすっぽかしたと知って真っ青になっていた。

　それなのにすぐ眠ってしまうなんて。フェリクスの知るグレイスに、そんな図太さはなかったはずだ。

　気になったフェリクスはグレイスの寝室を出ると、侍女たちを呼びつけた。

「グレイスが国から連れてきた侍女がいるはずだ。その者たちは今なにをしている？」

「その二人ならもう休んでいます。お妃様同様、長旅で疲れているだろうからと……」

　グレイスだけでなく侍女まで眠っているという事実に、フェリクスは嫌な予感を募らせていく。だが明確になにが悪いかを説明するのは難しい。

（なにもなければいいが……）

　ひとまず侍女たちを下がらせ、フェリクスも自室に戻る。そしてリバルに、密かにグレイスの護衛を増やしておくよう命じるのだった。
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「晩餐を欠席するなんて、とんでもないことをしてしまったわ。なぜフェリクス様が起こしにきてくださったときに、謝罪に行こうとせずにまた眠ってしまったのか……」

　翌日の昼、議会場から戻ってきたグレイスは、もう何度目になるかわからない後悔をまた呟き、深々とため息をついていた。

　今朝は早くに起こされ、皇太子妃にふさわしい装いをして、議会場へと足を運んだ。

　その席で改めて皇太子妃として紹介されたが、議会に参加しているうちの三分の一は、昨日の晩餐会に出席していた者たちだ。

　彼らはグレイスが眠りこけていたため晩餐会を欠席したことを知っているので、あからさまに嫌な顔をして彼女を睨みつけていた。

　彼らの反応は当然だけに、昨夜の自分の行動が心から悔やまれる。今後は同じような失態を繰り返さずに、皇太子妃として認められるよう頑張っていくしかないだろう。

「グレイス様、そう気を落とさずに。温かいお茶でも飲んで落ち着いてくださいませ」

　相談役としてグレイスのもとへ通うブレイブ公爵令嬢ベラドナは、そう言って手ずから茶を注いでくれる。

「ありがとう、ベラドナ様」

「いいえ。それよりグレイス様、一つお願いがあるのですが」

「お願い？　わたしに？」

　ベラドナはにっこりと頷く。

「今日の午後にわたくしのお友達を集めて、下のサロンでお茶会を開くことになっておりますの。同じ年頃の令嬢ばかりの気軽な会ですから、グレイス様にも是非足を運んでいただきたいと思いまして」

「そうなの……。でも、どうかしら。皇太子様か皇妃様にお許しをいただければ、考えてもいいかもしれないけれど」

　昨夜の失態に関して、フェリクスだけではなく皇帝夫妻も特に責めはしなかった。疲れていたのだから仕方がないと慰めてくれたが、その翌日に茶会で楽しげにお喋りしていたとなれば、あまりいい印象は持たれないだろう。

　しかしベラドナは「皇妃様の許可はいただいておりますわ」と言ってくる。

「皇太子殿下もグレイス様の気晴らしになるなら、参加をお認めくださると思います。心配ならお手紙かカードを届ければよろしいかと」

「そうね……。ええ、そうするわ」

　グレイスが頷くと、侍女がさっそくカードとペンとインクを持ってきてくれた。

　午後の茶会に参加する旨を記し、侍女に届けてもらうようにお願いする。

　軽めの昼食を終えたあとは、すぐにドレスに着替えて、ベラドナの案内で一階へと降りていった。

　広々とした中庭を見下ろせるサロンには、すでに多くの令嬢が集まっている。

「皆様、皇太子殿下のお妃であるグレイス様のご入場ですわ」

　ベラドナの言葉に全員がさっとこちらを向き、ドレスの裾をつまんで頭を下げてくる。

　グレイスは軽く頷き、用意された椅子に腰掛けた。

　茶会は和やかな雰囲気で始まった。最初はベラドナがグレイスと令嬢たちとの橋渡し役となって、あれこれ話題を振ってくれたのでとても助かった。

　おかげでベラドナが「ちょっとお手洗いに行ってきますわ」と席を外したときも、特に問題があるとは思わなかったのだ。

　――が、それはグレイスだけだったらしい。ベラドナが姿を消した途端、なぜだか近くにいる令嬢たちからふっと笑顔が消えた。

「皆様？　どうなさって……」

「グレイス様、ベラドナ様と大変親しくしていらっしゃるようですが、どのような経緯でお二人は仲良くなられたのですか？」

　すぐ左隣に腰掛けていた令嬢からそう聞かれて、グレイスは曖昧に微笑んだ。

「ベラドナ様は、わたしの相談役として居室に上がってくださったのです」

「相談役？　まぁ……ベラドナ様がそのようなお役目を……」

　心なしか咎める響きが含まれている気がして、グレイスは思い切って尋ねてみた。

「なにか、ベラドナ様が相談役だと不都合なことでもあるのですか？」

「え、いいえ、不都合だなんて。ただ……ベラドナ様は長いこと、皇太子殿下のお妃に選ばれるに違いないと言われていましたから。そんな方が相談役に甘んじているなんて……と思ってしまって」

　グレイスは黙って周囲を見回す。ほかの令嬢たちも同じように思っているらしく、急に痛ましげな表情を浮かべてうつむいていた。

「女官長をはじめ、宮殿に仕える女たちも、ベラドナ様が奥向きの主人になるつもりで動いていたでしょうし」

「なのに相談役だなんて私的な役割……。グレイス様、やはりそれではベラドナ様がお気の毒ですわ。せめて女官長に匹敵する程度の役職か、お立場をお与えにならないと」

「……」

　そう言われても。グレイスは慎重に答えた。

「ベラドナ様がそのように慕われている方だと、失礼ながら今ようやく理解いたしました。恥ずかしながら、わたしは奥向きに関してまだ勉強中ですので、この件は皇妃様にご意見を伺おうと思います。皆様がベラドナ様を思っていらっしゃることも、皇妃様にしっかり伝えさせていただきますわ」

「まぁ皇妃様に……」

　令嬢たちは目配せし合うが、グレイスの意見ももっともだと頷いた。

「――あら、皆様どうなさったの？」

「あ、ベラドナ様」

　手洗いから戻ったベラドナは、場の雰囲気が微妙に沈んでいることを察して、にっこりと花のように笑う。

「そろそろおかわりを用意したほうがよさそうですね。グレイス様にはわたくしがお茶を淹れますので」

「まぁ、ありがとう、ベラドナ様……でも……」

　一時は誰からも皇太子妃になるだろうと言われていた人物にお茶を注がせるなんて、と思ったが、「いいえ、お誘いしたのはわたくしですから」とベラドナは取り合わない。

　やがてベラドナは新しいカップに紅茶を注ぎ、ソーサーごとグレイスへ差し出してくる。

「……ありがとう、ベラドナ様。いただきますわ――」

　受け取ろうと両手を伸ばしたグレイスは、直後腰のあたりにチクリとした痛みを感じ、思わず「いたっ……！」と跳ね上がってしまう。

　その弾みで指先がソーサーを跳ね上げ、カップがカタンと音を立てて傾いだ。

「きゃあっ……！」

　熱い紅茶がベラドナの指先をかすめ、ドレスの裾を汚していく。一瞬の出来事にその場は騒然となり、令嬢たちはベラドナに殺到した。

「ベラドナ様！　大丈夫ですか？　火傷をなさったのでは……！」

「まぁ、せっかくのドレスがこんな……っ」

　グレイスもハッと我に返ってベラドナの様子を確認しようとする。

　だがその前に、グレイスの左隣に座っていた令嬢が、キッと視線を鋭くしてこちらを睨んできた。

「ひどいですわ、グレイス様！　わたくしがベラドナ様のことをお妃候補だったとお話しした途端に、ベラドナ様にこのような仕打ちをなさるなんて……！」

「えっ……」

　思いがけない言いがかりに、グレイスは不覚にもドキッと動揺を見せてしまう。

　するとほかの令嬢たちも次々に顔をしかめ、一斉にグレイスを非難してきた。

「ベラドナ様はお妃候補であったことを口外せず、あなた様の相談役などに甘んじていたというのに、なぜ恩を仇で返すような真似を……！」

「皇太子殿下がお選びになった方だから、さぞ素晴らしい姫君なのだろうと思っていましたのに」

「このような陰湿な真似をなさる方だったなんて！」

　口々に嘆かれ、グレイスはすっと背筋が凍る思いを味わう。

　もちろんグレイスはわざと紅茶をこぼしたわけではない。腰に感じた針に刺されるような痛みは未だ残っている。

　だがそれを言ったところで、この雰囲気ではまともに聞いてもらえるとも思えない。

　なにを言っても非難される予感に唇を噛みしめていると、やがて「おやめになって」と儚げな声が聞こえてきた。

「ベラドナ様、大丈夫ですか――？」

　グレイスが声をかけるより先に、彼女の回りに座り込んだ令嬢たちが気遣わしげにその顔をのぞき込む。ベラドナは弱々しく微笑んだ。

「わたくしのことは大丈夫ですから。それより……」

「いったいこれはなんの騒ぎだ？」

　突如、扉が大きく開いて、誰かがずかずかとサロンに入り込んでくる。

　近くにいた令嬢たちが気色ばんだが、入ってきたのがフェリクスであることが知れると、一転して青くなって頭を下げた。

「フェリクス様……」

「妃が茶会に招待されたと聞いて、様子を見にきたのだが、邪魔だったか？」

　執務を抜け出してきたらしいフェリクスは、いつもと変わらない冷静な口調で尋ねる。

　令嬢たちは顔を合わせるが、やがて一人が毅然と進み出た。

「聞いてくださいませ、皇太子殿下。ベラドナ様がグレイス様にお茶を渡そうとなさったとき、グレイス様はあろうことか、ベラドナ様の手を弾いてカップをわざと落としたのです。おかげでベラドナ様は火傷を負ってしまったのですわ！」

　グレイスは思わず息を呑む。その説明では完全にグレイスが悪者だ。

　フェリクスはちらりとグレイスに目をやり、それから指先を痛そうにかばうベラドナに目を落とす。ベラドナは恥じ入った様子で、シミになったドレスの裾を隠そうとした。

「お騒がせして申し訳ありません、殿下。ですが、わたくしもショックで……まさかグレイス様があんな……っ」

　火傷が痛むのか、指先を包み込みながらベラドナがしくしく泣き始める。

　フェリクスが再びグレイスを見やる。グレイスはなにを言われても取り乱したりしないよう、ぐっと腹部に力を入れるが、もしフェリクスから自分を疑う言葉ができたらどうしようと思うと、今にも泣きそうになってしまった。

「……あいにくわたしは、妃がそのような無作法をするとは思えない」

「まっ……まぁ！　殿下はベラドナ様がわざとこぼしたとでもおっしゃるのですか!?」

「そうは言っていない。誰しも手元が狂うことはあるだろう。それをいちいちあげつらう姿勢が気に食わない、と言っているだけだ」

　淡々としたフェリクスの言葉に、令嬢たちが押し黙る。ただ一人ベラドナが「あげつらうなんて……！」と悲壮な表情を浮かべた。

「とにかく、ベラドナは火傷を診てもらえ」

「それが……足にもお茶がこぼれて。痛くて動けませんの。誰か殿方に運んでいただければいいのですが」

　ベラドナがちらっとフェリクスを上目遣いに見やる。潤んだ瞳であんなふうに見つめられたら、たいていの男性は頷いてしまうような、そんなまなざしだ。

　しかし、フェリクスはうんざりした様子で息をつく。

「ならば衛兵を呼ぶ。そこで待っていろ」

「そんな。衛兵はいやですわ。大柄で鎧姿も怖くて……っ」

　本当に怖いのか、ベラドナはぶるっと震えてみせる。

　グレイスは一度唇を噛みしめてから、思い切って口を開いた。

「フェリクス様、どうぞベラドナ様を運んで差し上げてください。わたしが紅茶をこぼしてしまったのは事実なのです」

　フェリクスが弾かれたように振り返る。意外そうな彼のまなざしは、グレイスがそんなことをするわけがないと信じてくれていたからだろうか？

　だとしたらその気持ちだけで充分だ。とにかくこの場を収めようと、グレイスは頭を下げた。

「ご迷惑をおかけして申し訳ありません。どうか……」

　フェリクスはしばらく動かなかったが、やがて小さく嘆息して、ベラドナを横抱きに抱え上げた。

　ベラドナが「きゃっ」と可愛らしく叫んで、フェリクスの首筋に腕を回す。それを見た瞬間胃がキリキリするような気がしたが、グレイスは再びぐっとこらえて、令嬢たちに軽く頭を下げた。

「せっかくのお茶会でしたのに、申し訳ないことをしました。この埋め合わせはいつか必ずいたしますわ。今日は皆様、お引き取りくださいませ」

　主催であるベラドナがいないのだから、お開きは当然の流れだろう。だがグレイスにすっかり悪感情を持ったらしい令嬢たちは、挨拶すらせずサロンをあとにしていった。

　一人残されたグレイスはため息をついて、床に転がったままのカップを拾い上げる。

　床には厚手の絨毯が敷いてあるから割れることはなかったが、せっかくの出番が台無しになったとカップが恨み言を言っているような気さえして、グレイスは深くため息をつくのだった。










　その後、医務室から戻ってきたフェリクスは、事の次第を聞きたいとグレイスを執務室に呼び出した。

「お忙しい中、お手を煩わしてしまい申し訳ありませんでした」

「それは別にかまわない。それより、本当はなにがあったかを知りたい。ベラドナが渡してきたカップをわざと落とそうなど、してないだろう？」

「もちろんです。カップを受け取ろうとしたとき、腰に痛みを感じて……それで手元が狂ってしまったのです」

「腰に痛み……？」

　針が刺さったようなチクリとした痛みを感じたのだと、グレイスは説明した。

「だとしたらあなたのせいではない。針か……。あなたが腰掛けていた椅子が古かったかもしれないし、もしかしたら――誰かが故意にあなたを害したかもしれない」

「そんなこと……」

「そんな陰湿なことが起こるのが、この帝国なのだ。あなたにも危機感を持ってほしい。それに、あなた自身も害されていたなら、その場でそのことを主張しなければならなかった。今からなにを言ったところで、後付けにしかならない」

　グレイスは小さく息を呑む。

　あのときはとにかく場を収めることしか考えられなかったが、どうやらそれは間違いだったらしい。

「……わたし……申し訳ありません、考えが至らず……」

「いや……あなたはまだ帝国にやってきたばかりだ。仕方がない。そんなに気に病まなくていい」

　グレイスがうなだれているのを見て、フェリクスはハッとした様子でフォローしてくる。

　だが今は優しくされると、より惨めになる思いだった。

「そもそも……なぜベラドナの茶会になど参加した？　あの女には……あまり近寄ってほしくないんだが」

「そうおっしゃいましても……彼女はわたしの相談役として訪ねてくださったので」

「相談役だと？」

　なぜか鋭い声音で聞き返されて、グレイスは気圧されるまま頷く。

　フェリクスはひどく難しい顔をしていた。

「フェリクス様……？」

「ああ、なんでもない。とにかく、疲れただろう。部屋に戻って休みなさい」

　グレイスは小さく頷き、しょんぼりしたまま執務室をあとにする。

　晩餐会に続き、お茶会でもこんなことになってしまうなんて。しかも今回はフェリクスの手も煩わせてしまった。そのことがグレイスの胸をいっそう重く暗くする。

（こんな調子で、フェリクス様にふさわしい皇太子妃になんてなれるの……？）

　一度考え出すと不安ばかりがあふれていく。

　……本当はフェリクスも、小国出身で、あのような場で適切な行動ができないグレイスより、帝国の公爵家の姫君で、同性代の女性たちからの信頼も厚いベラドナのほうが、妃にふさわしいと思うのではないだろうか……？

　愚かな考えだと思っても、どうにも悪いほうへ考えることを止められない。

　多忙のためフェリクスは夕食を一緒に取らないということが伝えられると、グレイスはますます、自分は場違いな存在ではないかと思い悩み始めてしまう。

　その日だけでなく翌日も、さらにその翌日も、夕食どころか顔を合わせる時間さえ取れないと言われ――グレイスは塞ぎ込む一方になってしまった。

















第四章　波乱のお茶会












「やはり殿下が睨んだとおり、最近の彼らは収益に対して羽振りがよすぎるようです。それに山のほうに私兵を配置しているという調査結果もある。なにかあるのは確実でしょう」

　執務室の机いっぱいに広げた地図を前に、報告を受けたフェリクスは「そうだな」と小さく頷く。向かいで説明していたリバルも、難しい顔で嘆息した。

「ただ警備がなかなか厳しく、調査は難航中です。もう少し人手をいただければ、やりようもあるのですが」

「わたしのほうから皇帝陛下に説明し、許可を得よう。すぐに人手を回してやれ。一日でも早く決着をつけたい」

「かしこまりました。――ところで殿下、難しい話をしている最中で申し訳ないのですが、このところ妃殿下のもとを訪れていらっしゃらないとか？」

　わずかに目を据わらせて指摘する側近から、フェリクスはほんの少し視線を逸らした。

「いけませんよ、殿下。例のベラドナ様が火傷した一件以来、グレイス様を悪く言う輩があとを絶たなくなっています。単に手がぶつかっただけの事故なのに、居合わせた令嬢たちがあることないこと吹聴するから……。ただでさえ大臣たちは『小国の姫を娶るなど、毒にも薬にもならない』と言って反対していましたし。こういうことが続けば、そのような声はますます大きくなるでしょう」

「言われなくてもわかっている。わたしもできればそばにいてやりたいんだ」

　だが、ただそばにいて大丈夫だと繰り返したところで、グレイスの気持ちは晴れないだろう。噂だって終息しない。

　グレイスの名誉を回復するには、原因となる悪の芽を、もとから断ち切らなければどうしようもないのだ。

「殿下のそのお考えはわかりますがね。それでも夜のお休み前に、ほんの一時語らうだけでも、グレイス様のお気持ちはずいぶん和らぐかと思いますが」

「……話し合いができればいいが、その自信がない」

　めずらしく弱気なことを呟くフェリクスに、リバルがあんぐりと口を開けた。

「……。もしかしてあれですか？　寝室で顔を合わせたら最後、押し倒さずにはいられなくなる、みたいな」

「……」

　フェリクスは答えなかったが、ばつの悪そうな表情が答えを物語っていた。

「お披露目はまだとは言え、結婚はしたのですから、押し倒しちゃってもいいと思いますけどね」

「駄目だ。彼女には三ヶ月前に怖い思いをさせてしまった。あのときの二の舞になるのは絶対に避けたい」

　この結婚もかなり急で、かつ強引なものだった。愛しい彼女を確実に自分の妃にしておきたいという、フェリクスの恋情ゆえの我が儘だ。

（だからこそ、彼女と夫婦として結ばれる行為に関しては、対話をしっかり重ね、思いを通じ合わせた上で臨みたい）

　そのためにも、今調査中の諸々が終わるまでは会わない――そう断言する主人に、リバルはやれやれと言いたげに頭を掻いた。

「その志は立派だと思いますけどね。そうやって崇高を気取っているうち、お心が今以上に離れてしまっては意味がないとも、自分は強く思いますよ」










「グレイス様、そろそろ休憩なさいませんと。目の下が真っ黒ですわ」

　侍女に言われ、グレイスはハッと顔を上げる。気づけば昼食を食べてから、もう四時間以上が経過していた。

「うそ。お茶の時間も過ぎてしまったなんて」

「それだけ根を詰めていた証拠ですわ。最近は寝る時間も削ってお勉強しておいでで……いずれ身体を壊してしまうのではないかと、見ていて気が気ではございません」

　心配そうな侍女の言葉に、グレイスは「ごめんなさい」と苦笑した。

「でも、せっかく皇妃様が招待してくださったお茶会の席だから、今度こそ粗相がないようにしたいの。できるだけ参加者の顔や特徴を覚えておかないと……」

　そうしてグレイスが見ているのは、招待客の名前が連なったリストと、客人の顔が描かれた細密画だ。

　グレイスについて流れている悪い噂は、皇妃も当然耳にしているだろう。

　ベラドナが火傷を負ったあの日以来、グレイスはすっかり陰口を叩かれるようになっていた。ベラドナが皇太子妃に最も近かった姫君だと知って、嫉妬からわざと火傷を負わせたのだ、などとまことしやかに囁かれている。

　もちろんグレイスにそんな意図はなかったし、すでに本人に宛て見舞いの品も贈っている。直接なにがあったか聞かれれば、状況をきちんと説明していたが、やはり嫁いで一、二週間の小国の王女と、帝国の中でも大貴族である公爵家の姫君の言葉では、後者のほうが影響力は大きいようだ。

　幸いなことはフェリクスをはじめ、皇帝も皇妃もグレイスの言い分を信じてくれている点か。特に皇妃は「きっとなにか行き違いがあったのでしょう」と同情してくれている。

　その皇妃が、私的な茶会の席に誘ってくれたのだ。今度こそ皇太子妃らしいところを見せて、失態のないようにしなければ、とグレイスは意気込んでいた。

（それに、そうやって打ち込めるものがあるうちは、よけいなことを考えずに済むし……）

　視線はつい、夫婦の寝室へと引き寄せられる。

　夫婦の寝室では、連日グレイスだけが休んでいた。フェリクスは執務が忙しく、自室の寝台で休んでいるらしい。

　もしかしたら、皇太子妃として如才なく振る舞うことができないグレイスに愛想を尽かして、執務を言い訳に顔を合わせないようにしているのかもしれない。

　ともすればそんなことばかり考えてしまって、グレイスは慌てて首を打ち振った。

（今はお茶会に集中しないと！　なるべくよい印象を持たれたいもの）

　少し休憩したらすぐに顔と名前を照らし合わせないと……と考えていたとき、居間の隅から侍女たちの「きゃあー！」という悲鳴が聞こえてきた。

「いったいどうしたの？」

「あ、グレイス様、きちゃ駄目ですっ。また妙な贈り物が届いていたので、開封してみただけですから……！」

　グレイスは思わず嘆息した。

「また贈り物なの……。今度はなにが入っていたの？　虫？　ねずみ？」

　グレイスはあえて平坦な声音で尋ねる。

　グレイスが悪女であると噂され始めてから、彼女のもとにはちょくちょく『贈り物』が届けられていた。だいたいは女性が怖がるような虫の詰め合わせだったり、食べ残しが入っていたりする。要は嫌がらせなのだろう。

　今回はウジ虫が入っていたらしい。怖いもの見たさでちらっとのぞいたグレイスは、小指大の虫が箱の中でうごめいているのを見て、見なければよかったと深く後悔した。

「噂が落ち着くまでは仕方ないでしょうね……。悪いけど処分をお願いね」

「でも、この頃の嫌がらせは目に余るものが多すぎます！　贈り物だけではなく、昨夜はスープにハエが浮かんでいましたし、洗濯に出していた肌着はしわくちゃで戻ってきたし……いくらなんでもひどすぎますわ！　やはり皇太子様に直談判するしかないですよ」

　侍女たち、特にアリーフェンからついてきてくれた二人は、自分たちの主がコケにされるのが許せないとばかりに、語気を強めて訴えてくる。

　彼女たちも通常とは違う仕事が増えているぶん、気の毒だとは思うが、グレイスは首を横に振った。

「ただでさえお忙しい皇太子殿下を煩わせるわけにはいかないわ。今のところ実害は出ていないのだから、放っておきましょう。騒ぎ立てるほうが送り主を喜ばせてしまうかもしれないし」

「実害が出てからじゃ遅いと思うんですけどねぇ……」

　そうため息をつきつつも、よくできた侍女たちはテキパキと片付けをしてくれた。

　と同時に、廊下へ続く扉がこんこんとノックされる。すぐに侍女が取り次ぎに出た。

「ブレイブ公爵家のベラドナ様がお見えなのですが、いかがいたしましょう？」

「ベラドナ様が……？」

　ベラドナは火傷をして以降、公爵家の屋敷にこもり療養していると知らされていた。

　彼女を相談役に抜擢したのは女官長だったらしいが、公爵家の姫君にふさわしくない役割を与えたとのことで、現在は謹慎処分を受けている。

　それらのことを思い出し、グレイスは多少身構えながら頷いた。

「応接間へお通しして。すぐに行きます」

　顔を見た途端に罵られるかもしれない、と覚悟して応接間に入ったグレイスだが、実際のベラドナの反応はまったく真逆だった。

「ああ、グレイス様！　先日は本当に申し訳ありませんでした。火傷したことで気が動転してしまって……っ。殿下にろくに説明もせずに。本当にごめんなさい」

　グレイスを見るなり立ち上がったベラドナは、彼女のすぐ足下に跪いてきた。そして瞳に涙を光らせながら、グレイスの手を額に押し当て謝罪してくる。

　殊勝なその態度に、グレイスはあっけにとられてしまった。

「ベラドナ様……。いいえ、もういいのです。どうぞお立ちになってくださいな」

　再三促し、ようやくベラドナが立ち上がったところで、グレイスは意識的に口角を引き上げた。

「わたしこそ、あなたのお立場を考えずに、相談役として当たり前のように接してしまって、本当にごめんなさい」

「いいえ、相談役はわたくしが女官長に掛け合って実現したことですわ。あのフェリクス様のお妃になる方がどんな方なのか、近くで見守りたい思いがありまして……わたくしはフェリクス殿下と年も近いですし、物心つく前から親同士が引き合わせておりましたから」

　なんでもないことのように言われたが、暗に『自分はそれだけ長くフェリクスのそばにいて、彼のことをよく知っているのよ』と言われている気がして、あまりいい気分はしなかった。

「ですから、妃殿下となる方がなにもわからないようでは大変だと思い、支えて差し上げることができたら、と思ったのですが――グレイス様には杞憂でしたわね。あの皇妃様のお茶会にも誘われるくらいですもの。皇妃様は礼儀作法にもドレスコードにも大変厳しい方ですから、誘われたということは、そのお眼鏡にかなったということですわ」

　……なぜだろう。ベラドナは親しみのこもった笑みを浮かべているのに、彼女の言葉を聞くたび、胃がキリキリしてくる。

「わたくしも招待状をいただいておりますの。今から楽しみです！　今日は先日のお詫びと、当日を楽しみにしていますということをお伝えしにきただけですので、これで失礼しますわ」

　目をキラキラさせて言い終えると、ベラドナは詫びの品として菓子を置いて、すぐに退室していった。

「なんだか……嵐のような訪問でしたわね」

　隅に控えていた侍女たちがぼそりと言う。グレイスも思わず頷いてしまった。

（ベラドナ様もお茶会に出席されるのね）

　重鎮の一人だという公爵の娘だから、当然と言えば当然だが。事前に渡されていたリストに名前がなかっただけに、いつの間に参加が決まったのかと胸がざわざわしてくる。侍女たちは「きっとお父様に頼んで招待状を手に入れたのでしょう」と推測していた。

「どちらにしろ、誰がきても大丈夫にしておくに限るわね」

　グレイスは残りのお茶を飲み干すと、再び書斎に入ってリストとにらめっこを始めた。
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　皇妃の茶会は盛況だった。人数はもちろん、集まった人々が皆重鎮であると思うと、茶会というより一種のパーティーに見えてくる。

　グレイスは皇妃に連れられ、さっそく多くのひとと挨拶を交わしていた。

「ごきげんよう、ベイル伯爵。伯爵のおうちでは先月赤ちゃんが生まれたと聞きました。初孫だそうですね。本当におめでとうございます」

「おおっ、まさか皇太子妃殿下がそれをご存じとは思いませんでした。ありがとうございます。本当に孫は可愛いものです」

　グレイスの言葉に、件の伯爵は嬉しそうに頬を緩める。

　ほかの重鎮たちも、グレイスが自身の功績や家のことを熟知していると知ると、それまでの気難しい雰囲気を少し解いて接してくれるようになった。

「すごいわ、グレイス。お客様の顔と名前だけでなく、そういったことも勉強してきたのね。さほど時間もなかったのに、よく調べてきたこと」

「お客様に失礼があってはいけませんから」

　皇妃にも手放しで賞賛され、グレイスは嬉しさ半分、安堵半分で微笑んだ。

「本当にフェリクスはいいお嫁さんをもらったわ。なのにあの子ったら、まだこちらにこないで……。執務が忙しいから遅れるとは聞いているけれど」

　グレイスは曖昧に微笑む。

　フェリクスとはなんだかんだと、もう一週間以上顔を合わせていない。

　さみしさはあるものの、もし彼が自分を妃にしたことに不満を抱いていたらどうしようと思うと、顔を合わせるのが怖くもあった。

（とはいえ、いつまでも会うのを先延ばしにしていてもいけないわよね）

　これだけの面子が集まる茶会なら、どれだけ忙しくてもフェリクスはきっと顔を出すはずだ。きっと言葉を交わす機会もある。

　にこやかに挨拶を繰り返しながら、グレイスはひたすらそのときを待った。

「グレイス様！　ようやく見つけましたわ。ごきげんよう」

「あ……ベラドナ様。ごきげんよう」

　突然背後から声をかけられ、びっくりしたグレイスは反射的に挨拶を返す。

　本来なら身分の低い者から高い者へ、それも背後から声をかけるなど不敬に当たるのだが、にこにこしながらやってきたベラドナは気にしていないようだ。

「グレイス様、今日は是非父を紹介させてくださいませ。こちらはわたくしの父、ブレイブ公爵です。お父様、こちらが皇太子妃グレイス様です」

　ベラドナがそう紹介してきたのは、いかにも厳しい顔つきの、恰幅のいい紳士だった。

　グレイスが軽く膝を折って挨拶すると、ブレイブ公爵も胸に手を当て頭を下げてくる。

「先日は娘が失礼をしたそうで、皇太子妃殿下には大変申し訳なく思っております」

「いえ、そんな……もう気にしておりませんので」

「ならばよろしいのですが。娘はもちろん、わたしめも皇太子殿下と皇太子妃殿下に心からお仕えする所存ですので、どうぞよしなに」

　そう丁寧に頭を下げて、ブレイブ公爵は去っていった。

　ベラドナとのことで嫌味の一つでも言われるのかと思ったが、そんな様子はなくて、疑ったことを逆に恥じ入る思いだ。

　と、サロンの入り口がざわついて、多くの人間が頭を下げるのが見えた。見ればちょうどフェリクスがリバルを従えて入室したところだった。

　会うのが怖いと思っていたはずなのに、いざその姿を目にすると、やはり胸はとくんと高鳴ってしまう。久々だからか、いつも以上に彼が格好良く見えて、グレイスは頭を下げるフリをして赤くなった頬を隠した。

「ようやっと顔を見せたわね、フェリクス。いくら忙しいとは言え、結婚したばかりの新妻を放っておくのは感心しないわ」

「申し訳ありません、母上」

　さっそくお小言を口にする皇妃に、フェリクスはいつもと同じ冷静な面持ちで返事をする。皇妃が気を利かせて、フェリクスをすぐにグレイスのところへ連れてきてくれた。

「少しはお喋りしていなさいな。誰も近寄らないように言っておくから」

　茶会と言うことで、サロンの所々に椅子やテーブルが置かれている。その一角に押し込められて、グレイスは皇妃の気遣いにありがたさと困惑を同時に感じた。

「あの……お茶を淹れますね」

　座ったはいいものの、お互い口を開かないので、グレイスは沈黙に耐えかねて席を立つ。

　傍らには茶菓子も茶葉もたくさん用意してあって、自分で茶をついで楽しむこともできるようになっていた。主催者が招待客に茶を淹れるのも歓迎の仕方の一つだから、グレイスもそれに習って、丁寧にフェリクスのカップへ茶を注ぐ。

　だがそこへ、ベラドナがひょいっと顔をのぞかせてきた。

「ごきげんよう、フェリクス様。まぁ、グレイス様もご一緒でしたのね。わたくしもお喋りに入れていただいてよろしいでしょうか？」

　皇妃が人払いをしてくれたはずだが、ベラドナには通じなかったらしい。

　フェリクスは露骨に眉を寄せ不快感を示したが、ベラドナは気づかないのか、グレイスに向けて「よろしいでしょう？」と小首を傾げてみせる。

「では、ベラドナ様にもお茶も淹れますね」

　ベラドナの勢いに呑まれる形で、グレイスは頷く。

　フェリクスと二人きりで気まずかったのは確かだし……と、もやもやする自分に言い聞かせて、ベラドナのぶんのカップも用意した。

　グレイスが座ったときには、ベラドナはふんわりとした笑みを浮かべつつ、一方的にぺらぺらと話を展開していた。

「あのときは本当に気が動転してしまって。けれどフェリクス様に運んでいただいて、ずいぶん落ち着くことができましたわ。でも今度は皇太子殿下に運んでいただいたという事実にドキドキしてしまって、本当にわたくしったら恥ずかしいばかりで……」

　うっすらと頬を染めたりうっとりと目を閉じたりするベラドナの前で、フェリクスが眉一つ動かさないのがもはや恐ろしい。

　ほっと一息ついたとき、ベラドナはグレイスも腰掛けていることに気づいて「お茶をありがとうございます」とにっこり微笑みかけてきた。

「さっそくいただきま……。きゃあっ!?」

　カップに口をつけた瞬間、ベラドナは跳び上がるように驚いて、カップをガチャンと乱暴にソーサーに戻した。

「ベラドナ様？　どうなさいました？」

「虫！　虫ですわ！」

　口元を押さえていたベラドナは、今一度自分のカップを見てまた跳び上がる。

　見れば確かに、彼女のカップには小バエのようなものがぷかりと浮かんでいた。

　グレイスは大きく息を呑む。茶を淹れたとき、あんな小バエは当然ながら浮いていなかった。いつの間にか入ってしまったのだろうか？

　同時に、数日前の自分の食事にも同じように虫が浮いていたことに気づいて、背筋を嫌な予感が這い上がった。

「もしかして誰かがわざと入れたの……？」

　思わず疑惑を声に出したとき、腰を抜かしかけていたベラドナが、キッとグレイスを睨みつけてきた。

「ひどいですわ、グレイス様！　わたくしが自分で虫を入れたとおっしゃりたいの!?」

「えっ？」

　グレイスはびっくりしてしまう。と同時に、先日とまったく同じ展開になっていることに気づき、つい青くなった。

「ちがっ……違います。そんなことは一言も言っていません」

「うそ！　さっき確かにおっしゃいましたわ。『わざと入れたの』と。……虫入りのカップを渡したことを謝ってくださるならまだしも、わたしがやったのではないかとお疑いになるなんて……っ」

　ベラドナはみるみる涙声になり、やがてわっと両手に顔を突っ伏した。

「先日のことはもう許してくださっていると思っていたのに、こんな形で仕返しをするなんてあんまりです……！　お茶会の席で二度も恥を掻かされるなんて！」

　ベラドナの声が大きいこともあり、サロンにいた人々は何事かという顔でこちらを振り返っている。

　ブレイブ公爵がすぐに肩を怒らせてやってきた。泣きじゃくる娘を気の毒そうに見やってから、グレイスを強く睨みつけてくる。

「皇太子妃殿下、先日の娘の無礼はお許しいただいたと思っていましたのに、これはいったいどういうことですかな？　娘が気に入らぬなら直接口で言えばいいというのに、よりによってカップに虫を仕込むなど……！」

「誤解です！　わたしはけしてそんなことはしておりません！」

　グレイスも必死になって首を振る。皇妃も心配そうにやってきて、虫の浮いたカップを見て小さく息を呑んだ。

「二人ともそう興奮しないで……。なんにせよ、このようなお茶を提供したことは、主催者であるわたくしの不手際よ。わたくしの顔を立てて、ここは双方収めてちょうだい」

「そうはまいりませんぞ、皇妃様。娘をコケにされて黙っていられる父親などいるでしょうか。娘の名誉のためにも、皇太子妃殿下には是非謝罪していただきたいところです」

　謝罪なんて……と眉を顰めるグレイスの耳に、こほん、と無視できない咳払いが聞こえてくる。

　ハッとグレイスが振り返るのと、フェリクスが立ち上がるのがほぼ同時だった。

「貴殿の言葉を借りるなら、妻をコケにされて黙っている夫もいないはずだ。――公爵、それにベラドナ、猿芝居はそのあたりにしてもらおう」

「猿芝居……っ？　殿下は我が娘を愚弄するつもりですか!?」

　フェリクスの言葉にブレイブ公爵が気色ばむ。ベラドナも涙で濡れた瞳を大きく瞠ったが、すぐに顔をくしゃくしゃにして首を横に振った。

「ひどい、フェリクス様、芝居とおっしゃるなんて……。わたくし、カップに虫を入れられるなんてひどいこと、初めてされましたのに」

「自分で入れておいてよく言う。カップを持ち上げる寸前、そのひらひらした袖口の中から虫が入っていくのを、わたしはこの目で見ていたぞ。うしろに控えていた側近もな」

　あきれたようにフェリクスが言うと、背後でリバルが「確かに」と頷いた。

「それに先日の茶会で、グレイスに渡そうとしたカップをわざとこぼしたのもおまえ自身だろう、ベラドナ。火傷をしたと大騒ぎをして医務室に行ったが、実際は火傷などなかったと、治療に当たった医務官が報告したぞ。『火傷したと証言して』と言われ、おまえから金を受け取ったことも合わせて報告してきた。良心的な医務官は、その金も証拠の品としてわたしに提出してきたがな」

　これは予想外だったのか、ベラドナは大きく息を呑んで目を瞠る。涙はいつの間にかピタリと止まっていた。

（あれはベラドナ様のお芝居だったの……？）

　だとしたら、あれだけ騒ぎ立てた理由は……

「おおかた、自分を差し置いてグレイスが皇太子妃になったのが気に食わないとか、そういう理由なのだろう。もしくはグレイスを怖がらせて、半年後の披露目の前に『やはり皇太子妃は務まらないから国に帰る』と言わせるつもりだったのか……。なんにせよ、女官長を懐柔してわざと相談役になり、グレイスや侍女の飲み物に睡眠薬を混ぜたり、自分の取り巻きも使って彼女の悪評を広めようとしたり……いささかやりすぎたな」

「なっ……。わたくしはそんなことをするような……」

「おまけにろくでもない贈り物や食事への細工まで。その陰湿さにはいっそ脱帽する」

「――フェリクス様、どうしてわたしに嫌がらせがあったことをご存じなのですか？」

　グレイスは驚きのあまり、話の腰を折ることを気にしつつも、尋ねずにはいられなくなった。

　フェリクスはしっかり目を見て答えてくれた。

「あなたは気づかなかっただろうが、密かに護衛をつけていたのだ。実害がないから護衛たちも手は出せなかったようだが、あなたが多忙なわたしを気遣い、健気にも耐えている姿はこまめに報告してくれた。……今日の茶会に向け、猛勉強していたことも知っている。あなたはやはり、わたしの妃にふさわしい女性だ」

　グレイスは嬉しさと驚きのあまり涙ぐみそうになる。ここ数日ずっと気にしていた『自分は彼の妃にふさわしいのか』ということを、フェリクス自身が肯定してくれたからか、安堵のあまりほっと息が漏れた。

　ともすれば甘い雰囲気が漂い出しそうな中、困惑に声を上げたのはブレイブ公爵だ。

「どうやら話を聞く限り、殿下は妃殿下における一連の嫌がらせも、我が娘の仕業に違いないとお考えの様子だ。――とんでもないことです！　父親として断固抗議させていただきますぞ！　我が娘がそのような性根の汚い真似をするはずがない！」

「いや、公の娘の性根はなかなか腐っているぞ。三ヶ月前の祝賀行事初日の舞踏会の最中、薬入りのワインを勧め、わたしを媚薬付けにしようとしたくらいだからな」

「な、なんですと……!?」

　これにはグレイスも驚いてしまう。ベラドナもひどく驚いた様子で、ハンカチを握りしめながら立ち上がった。

「フェリクス様、いったいなにをおっしゃるの……!?　わたくしがいつそんなこと――」

「あのときわたしに勧めたワインは、公爵の領地で醸造されたものだったな。栓をする直前に薬を混ぜたことを、リバルが探し当てたある者がすべて吐いた。その者はどうやら、公爵家お抱えの薬師らしいな？」

　フェリクスの言葉を受け、リバルが手を打ち鳴らす。すると衛兵に両脇を挟まれて、小汚い小男がサロンに入ってきた。額に汗をびっしり浮かべて、ベラドナと目が合うとおびえた様子で身を小さくする。

　ベラドナは小鼻を膨らませるが、すぐに首を横に打ち振った。

「そんな汚らしい男、わたくしが知るはずないではありませんか！　いったいどんな証拠があって……」

「おまえがこの男に媚薬や睡眠薬はもちろん、その他多くの薬の製造を依頼していた手紙なら、すべて押収済みだ」

　フェリクスの言葉で、再びリバルが動く。懐に手を入れた彼は、なにかの手紙の束をその場にいる全員によく見えるように掲げた。差出人の名は書かれていないが、筆跡鑑定をすれば、誰が書いた字かはすぐにわかるという。

「おまえの取り巻きの令嬢たちからも話を聞いたぞ。おまえに弱みを握られたり、恋人と別れさせるなどと脅されたりしたため、グレイスを悪者に仕立て上げることに協力したと白状した。嫌がらせに加担したこともな。――おまえは昔から自分の手は汚さず、誰かに汚れ仕事をやらせるのが上手かった。わたしがそれに気づいていないとでも思っていたか？」

　お見通しだぞ、とばかりに睥睨へいげいされて、ベラドナの口元がピクピク震える。可憐で柔らかな印象はいつの間にかなりを潜め、燃え上がるような苛烈な性格が垣間見えていた。

「そ、そんな、娘がそのようなことをしていたなど……」

「被害者ぶろうとしても無駄だぞ、公爵。なによりおまえ自身が、娘に皇太子妃になれと要求していたはずだ。ベラドナの狡猾さは、おまえの過剰な要求が生んだものでもある。少しは反省するべきだな」

　フェリクスにあっさり切り捨てられ、ブレイブ公爵の顔色がみるみる真っ赤になった。

「な、な、なにをそのような……！　娘に最高の地位を与えたいというのは、親としての当然の願いです！　わたしは娘の幸せを思って……」

「……ふんっ、なにが『娘の幸せ』よ！　あんたにとって大切なのは、未来永劫自分が帝国の重鎮として偉ぶれるかどうかだけでしょ!?」

　悪事がすべて暴かれ、自暴自棄になったのか、突如ベラドナが顔を真っ赤にして叫んだ。

「本当にやんなっちゃう！　父親は娘を使って出世することしか頭にない能なしだし、狙ってた皇太子はこんな田舎娘を妃にするし、これだけ嫌がらせをしても、この女は国に帰りたいとも言わないし……。本当に全員、馬っ鹿みたい!!」

　感情が昂りすぎているのか、ベラドナはあろうことか、茶器の載ったテーブルを足でがんっと蹴飛ばした。

　近くにいた人々がどよめいて後ずさる中、彼女は憤然と踵を返してサロンを出ていこうとする。

「捕らえろ。ほかにも余罪があるはずだ」

「……ちょっと！　勝手にさわらないでよ！　痛いってば！」

　フェリクスの命令ですぐに衛兵が動き、ベラドナを拘束していく。ベラドナはしばらく暴れていたが、やがて衛兵に引きずられていった。

「……娘がとんだ見苦しいところを……」

「そう思うなら、自分が拘束されるときはもう少し静かにしてほしいところだな」

「!?　殿下、なにを……」

　気づけばまた別の衛兵がサロンに入ってきて、ブレイブ公爵だけではなく、何人かを後ろ手に拘束していた。

「貴様ら、いったいどういう了見でこのような……！」

「おまえたちの不正が発覚したものでな。取り調べのため、これから同行を願いたい」

「……!?」

『不正』という不穏な言葉に、拘束されている者もそうでない者も、一様に戸惑いと驚きを露わにする。

　居並ぶ人々に向け、フェリクスは淡々と説明した。

「実はブレイブ公爵領とその周辺領地に跨がって、新たな鉱脈が発見された。鉱脈の管理は各領地に任せられるが、それは鉱脈発見を帝国に報告し、専門家の調査を経て、ある程度の採掘の見通しが立ってからの話だ。それなのに、ブレイブ公爵は周辺の領主に口止めし、あろうことか自らの裁量で採掘を始め、すでにいくらかの鉄を掘り出している。これはけして捨て置けない重罪行為だ」

「お、お待ちください！　そのような鉱脈を発見したなら、わたしはもちろんすぐに報告したでしょう。山沿いに私兵を置いているから勘違いされたのでしょうが、あのあたりは昔から落石事故が多いので、その工事のために人手をやっていたに過ぎません！　採掘をしているなどけして……」

「ああ、実際に工事も進められていたな。表向き工事を装い、奥で採掘を行っているから、我々もすぐに尻尾を掴むことができなかったのだ。おまけに独自のルートを使って、掘り出した鉄を海外に輸出していた。そのせいでいっそう調査が難航したのだ。……この半年ほどで、ずいぶん外貨を稼いでいるようだが？　これに対しての申し開きは？」

　よどみないフェリクスの言葉に、公爵はわずかに息を呑む。そこまで調べられているとは思っていなかった様子だ。

「詳しい話はあとでたっぷり聞こう。しらばっくれていたが、おまえのことだ、ベラドナの悪行にも多少は口出しをしていたはずだろう？　そのあたりも含めて、ゆっくりと話を聞こうではないか」

「殿下……！　誤解です。このような扱い……わたしは帝国貴族の中でも、古くからの一族なのですぞ……！」

「だからこそ徹底的に罪を裁かねばならない。今後訪れるわたしの代で、そのような不正をする輩が跋扈ばっこするようでは困るからな」

　フェリクスに一刀両断されて、ブレイブ公爵は怒りのあまり顔色をどす黒くさせる。去り際に「この若造が」と悔し紛れに叫んでいたのが、彼の本心を端的に示していた。

「――やれやれ。わたくしが招待するつもりのなかった何人かを、あとになってあなたが足したのは、大捕物をするつもりだったからというわけね」

「お騒がせして申し訳ございません、母上」

　不正を行っていた貴族たちが全員つまみ出されたあと、皇妃が盛大にため息をつく。涼しい顔で頭を下げる息子に、皇妃は「まあいいわ」と肩をすくめた。

「ただ、グレイスにはきちんと謝りなさい。嫌がらせを受けていたなんて……気づかなくてごめんなさいね」

「い、いいえ、皇妃様。わたしが黙っているように侍女に言っていたので」

「今後は我慢しないで、ちゃんとフェリクスに言うのよ。――フェリクスも、こそこそ護衛をつけるくらいなら、最初からグレイスに説明してあげなくちゃ駄目じゃないの」

「はい……」

　もっともなことを言われて、グレイスもフェリクスもそろってうなだれてしまう。

　あとは自分がなんとかするからきちんと話をしなさい、と皇妃に追い出されて、グレイスとフェリクスはひとまず皇太子妃の居室へ移動した。

















第五章　成就した初恋












「……母上の言うとおりだ。特にベラドナに関しては祝賀行事の頃から睨んでいたのに、あなたに妙な不安を与えてはいけないと思って、あえてなにも教えずにいた。それが裏目に出て、あなたにつらい思いをさせてしまったな」

「そんな、フェリクス様」

「あなたを妃にもらい受けたいと言ったとき、ヴィンセントに『あなたを不安にさせることはしない』と誓ったのに、まるで守れていない」

　フェリクスはこれまで見たことがないような悔恨の表情で、グレイスに「すまない」と繰り返した。

　グレイスはなんと言ったらいいのか悩んだが、今なら……少しくらいの我が儘というか、不安は口に出してもいい気がして、思い切って口を開いた。

「確かに、不安でした。悪い噂や嫌がらせも、あまりいい気分はしませんでしたが……それ以上に……フェリクス様が、わたしとの結婚を後悔しているのではないかと思って、ずっと苦しかったのです」

　フェリクスが勢いよく顔を上げる。まさかグレイスがそんなことを考えていたとは思ってもみなかった様子だ。

「なぜそんなことを……。あなたを早く妃にしたいがために、半年後の挙式を待たず、婚姻誓書に署名したほどだったのに」

「それは、わたしの肌を見たことへの責任を取るためでしょう？　わたしを愛しているからではなく――」

「違う！　――いや、もちろん責任を取る意味もあったが」

　こんなに慌てふためくフェリクスを、グレイスは初めて見た。彼は顔色まで青くして、グレイスに「絶対に違う」と繰り返す。

「ただ責任を取るだけなら、純潔は奪っていないのだから、こんなに早く結婚する必要はなかっただろう。あなたと急ぎ結婚したのは……わたしが、あなたを愛しているからだ。一刻も早く、確実にあなたを自分の妃にしたいと思ったからだ」

　はっきりと『愛している』と口にされ、今度はグレイスが驚く番だった。

「うそ……。わたし、てっきり、肌を見た償いを早くしたいだけだと思って……」

「……わたしが思いを告げなかったせいで、そんなふうに思ってしまったのだな。すまない。あんな形での求婚になってしまったし、あなたが、その……わたしの欲望を目の当たりにしたことで、おびえているのではないかと考えていたのだ。だから、結婚後はなるべく一緒にいて、昔のような友情を取り戻してから、愛を告げたいと考えていた」

　だがその割に、一緒にいる時間は皆無だった気がする。グレイスが視線でそう訴えると、フェリクスはまた「すまない」と繰り返した。

「ベラドナがあなたの相談役になったと聞いて、まずはそちらを処理しなければと思ったのだ。父親の公爵のほうも、このところ羽振りがよくなってきて怪しいと睨んでいたから、まとめてどうにかしたいと……そのせいで執務ばかりになってしまって……。あなたを避けていたというより、あなたの安全を確保するために、仕事一辺倒になっていた」

　言い訳にもならないが、と苦々しい口調で呟くフェリクスに、グレイスはそっと首を横に振った。

「わたしも……言えばよかったんです。フェリクス様に会えなくて不安だと。さみしいと。でも、怖くて……。フェリクス様は責任感からわたしを妃にしたに過ぎないと思っていましたから、我が儘を言って、嫌われたらどうしようと思うと、怖くて言い出せなかったんです」

　本当は嫌がらせのことも相談したかった。ベラドナがフェリクスに抱き上げられるのも、親しくしゃべりかけるのを見るのもいやだった。

　だがフェリクスに愛されているかわからなかったから、不満があっても呑み込むしかなかったのだ。

「だから、とにかく皇太子妃として認めていただけるようにと、肩肘を張ってしまって……。でも、これからはきちんと自分の気持ちを伝えます。フェリクス様が愛してくださっていることがわかったのですもの。なにも怖くありません」

「グレイス……」

「フェリクス様がわたしのことを考えて頑張ってくださっていたことが、とても嬉しかったです。でも、できれば……どんなにお忙しくても、一日に一回は、お顔を見たいです。わたしも、フェリクス様のこと――愛して、いますから」

　十年分の思いを込めた告白に、フェリクスは紫の瞳を大きく瞠った。

「グレイス……それは、本当に……？」

「初めてお目にかかった十年前から、ずっと、ずっと……好きだったんです。わたしは小国の王女で、フェリクス様は帝国の皇太子だから、叶わない初恋だとあきらめていました。でも……結婚しているのですもの。いくらでも好きだと言って、いいんですよね？」

　薄く頬を染めつつ微笑みかけると、フェリクスは感に堪えない様子で、ぎゅっとグレイスの細い身体を抱きしめてきた。
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「いいに決まっている。わたしも何度でも言おう。あなたを愛していると――」

　気持ちが高まるまま、フェリクスが口づけてくる。結婚式の誓いのキス以来の口づけだ。

　最初は角度を変えてふれあうばかりだったが、そのうち舌がふれてきて、グレイスはそっと唇を開く。深い口づけになるのはあっという間のことだった。

「グレイス……あなたにふれたい。いいだろうか？」

　舌を絡めるキスを長々と続け、グレイスの息がすっかり上がった頃、同じように頬を上気させたフェリクスが尋ねてくる。

　こちらをまっすぐ射貫くまなざしと、抑えきれずあふれる色気にすっかり当てられて、グレイスは夢見心地で頷いた。

　フェリクスがグレイスの膝裏に腕を入れて、軽々とその身体を抱え上げる。彼は奥に控えていた侍女たちに呼ぶまで近づくなと厳命し、夫婦の寝室へ入った。

　いつの間にか時刻は夕方を迎えて、オレンジ色の光が寝室を温かく満たしていく。

　昨日まではさみしさを抱えて、この広い寝台に一人で横になっていた。今日からはきっとそんなことはないのだろう。

「フェリクス様……んっ……。好き……」

「わたしもだ。グレイス……。初めて会ったときから、可愛い姫君だと思っていた」

「あっ……」

　フェリクスの手がグレイスの背に回る。ドレスの紐を器用に外され、グレイスは頬を染めた。

「わたし、あのとき花輪をかけるつもりが、転んでしまって……」

「涙目で震えているのがいじらしかった。そのあとも、しばらくはわたしを避けていたのに……いつの間にか近づいてくるようになって、それが可愛くて」

　ドレスの肩が落とされ、袖から腕が抜かれる。フェリクスはなめらかな手つきで、コルセットの紐も緩めていった。

　グレイスも頬を染めながら、フェリクスの襟元に手をかけ、タイをほどく。男らしい喉仏が露わになって、キスしたい欲求が突き上げてきてドキドキしてきた。

　さすがにキスする勇気はなかったけれど、フェリクスが先に胸元に吸い付いてきて、「ンン……」と甘い声が漏れていく。

「フェリクス様が……数年ごとに、アリーフェンにきてくださるのが嬉しかったの。いつもお土産をくださって……」

「あなたは特に砂糖漬けを喜んでくれていたな」

「ええ。とても甘くて……美味しかったから……。あんっ……」

　まだ平らな乳首を柔らかく食まれて、グレイスはびくんと反応する。

　もう一方の乳首も軽く吸い上げて、フェリクスが少し意地悪く笑った。

「あなたの肌のほうが、ずっと甘い。病みつきになってしまう」

　とうとうコルセットもその他の下着も剥ぎ取られて、グレイスは一糸纏わぬ姿になる。

　フェリクスは一度起き上がると、自分の衣服も荒々しく脱ぎ捨てた。

　三ヶ月前は恥ずかしくて見られなかったが、今は好奇心のまま、グレイスはそっと夫となったひとの身体を見つめる。

　衣服の上からは細身に見えるのに、実際のフェリクスの身体はしっかり鍛えられていた。

　うっすら割れた腹筋から腰骨までのラインが、なんとも言えず色っぽく感じて、グレイスは一人息を浅くしてしまう。

「グレイス――」

　フェリクスも小さく息をついて、グレイスの上に覆い被さってくる。再び唇を重ねながら、大きな手で乳房を揉まれ、甘い刺激にグレイスはうっとりと目を伏せた。

「あなたはどこもかしこも柔らかい。包み込まれるようだ」

「そんな……。んぅっ、あ、あ……！」

　少し強めに乳首を吸われて、身体が浮き上がるような快感に高い声が漏れる。

　いつの間にかそこは芯を持って勃ち上がっており、フェリクスが舌で舐ると、いっそう赤く濡れ光ってきた。

「あまりいじると、痛むだろうか？」

　グレイスがきゅっと眉を顰めたのを見て、フェリクスが気遣わしげに問いかけてくる。

　グレイスは首を横に振った。

「いい、え……。ただ、はしたない声が漏れそうで……」

「別に漏らしてもかまわない。むしろ……聞きたいな。あなたのそんな声は」

　とびきり艶めいた声音で囁かれて、グレイスは耳まで赤くなる。清廉潔白を絵に描いたようなフェリクスが、まさかそんなことを言うなんて。

　一方で、そう言われてドキドキしてしまう自分も、大概いやらしいわと恥ずかしくなった。

「痛くないのなら、もう少し……」

　フェリクスはグレイスの胸の膨らみを大きな手で中央に寄せると、つんと尖った乳首を交互に舌先で突いてくる。そこは信じられないほど敏感になっていて、吐息がかすめるだけでも甘い震えに襲われた。

「は、あっ……。あん、んっ、ん……っ」

　フェリクスの手が徐々に腹部から腰元へ伸びていく。強張った男性の手が臀部をたどっていくのに、グレイスは息を詰めた。

「足を、開いてくれないか？」

　恥ずかしい要求に瞳が潤んでしまう。しかしグレイスは抵抗せずに、固く閉じていた膝をそろそろと離した。

　髪と同じ金の茂みが覆うそこは、いつの間にか湿り気を帯びて、熱く疼いている。

「あなたはこんなところも美しいのだな」

　ため息交じりに囁かれて、グレイスは羞恥のあまり「い、言わないでください」と訴えた。

「あんまり見ないで……」

「わたしは見たいのだが……あまりあなたを追い詰めるのは本意ではない。今日のところは我慢しておく」

　それは裏を返せばいつかはしっかり見るということにほかならず、グレイスはもう言葉も出ない。

　と、フェリクスの手がそっと足のあいだを覆ってきた。柔らかな茂み当たりに手のひらを載せて、指先でその下の秘裂をそっとたどってくる。

「あっ……」

　くちゅり、と紛れもない水音がそこから響いて、グレイスは目を見開いた。

「濡れている。あなたがわたしの愛撫に感じてくれた証拠だ」

　フェリクスは嬉しそうに微笑むが、グレイスとしては淫らさを証明された気分だ。恥ずかしさを通り越してもはや気まずくなってくる。

「ごめんなさい、淫らで……」

「これくらいで淫らとは言わない。むしろ、あなたがまったく感じてくれていなかったら、わたしは自信をなくしてしまう。さぁ、もう少し開いて」

　甘い声で囁かれると、どんなに恥ずかしくても従いたくなってしまう。そろそろと足を開くと、フェリクスはなにを思ったのか、身体を動かしてグレイスの下肢に顔を近づけていった。

「フェリクス様？　なにを……。っ、あっ！」

　予想しなかった刺激に、グレイスの身体がびくんっと跳ねる。

　驚くことに、フェリクスはグレイスの秘所に顔を伏せて、舌先で秘裂を舐め上げてきたのだ。

　衝撃のあまり固まったグレイスだが、フェリクスが二度、三度とそこを舐めてくると、得も言われぬ快感に襲われ、じっとしていられなくなる。足を閉じたくても、彼の顔を挟んでしまうと思えばとうていできず、グレイスは敷布をぎゅっと握って愉悦に耐えた。

「ひぁっ、あ、あん……っ、フェ、リクスさま……。やぁ、そんな……ところ……っ」

　弱々しく訴えるも、フェリクスは聞こえない様子で、尖らせた舌先を奥へねじ込んでくる。蜜口のあたりをぐりぐりと刺激されて、グレイスはたまらずのけぞった。

「はぁ、あ、あぁん、あん……！」

　舌だけでなく、フェリクスは手を伸ばして、未だ尖ったままの乳首まで刺激してくる。

　指先で乳首をつままれたり、指の腹で擦るようにされたりすると、下腹の奥にどんどん熱が溜まっていき、今にも弾けそうになった。

「だめ、だめ……っ、あぁあ、それ以上は……っ」

　なにかがあふれそうな感覚が怖くて、グレイスは気づけば喘ぎながら懇願していた。

　だがグレイスが身悶えるほど、フェリクスは執拗に愛撫を続けてくる。彼の舌先が蜜口の少し上にある、ある一点を舐めたとき、グレイスはびくっと全身を跳ね上げていた。

「ぅあっ、あぁああ……ッ！」

　悲鳴じみた声が唇から漏れて、腰が敷布から浮き上がる。積もりに積もった熱がとうとう弾けて、頭の中が真っ白になった。

　一拍遅れて心地よい痺れが身体の中心から指先まで走り、どっと汗が噴き出す。強張っていた指先から力が抜けて、グレイスはぐったりと四肢を投げ出した。

「はぁ、はぁ、はぁ……っ、ふっ……。ん……」

　フェリクスが伸び上がって、忙しない呼吸を繰り返すグレイスに口づけてくる。グレイスは無意識に舌を伸ばして、彼とのキスを味わうが、またすぐに腹部に熱がこもっていくのを感じて、慌てて首を振って口づけを解いた。

「あ、だ、だめです、今は……また、おかしくなってしまう……」

「おかしくなっていい。それに、今のが絶頂というものだ。何度でも味わっていいんだよ」

「絶頂……」

　男性の絶頂が吐精をすることだとは知っていたが、女性にも同じように快感が高まる瞬間があったなんて。

（で、でも、何度も味わっていたら、腰から下が動かなくなりそう）

　今だって、心地よい疲労感が腰奥に纏わりついて、指先一つ動かすのも億劫なのに。

「どうやらあなたは、ここが特に感じるようだ」

「あっ、ん……！」

　ここ、と言いながらフェリクスがふれてきたのは、最後に舐められた一点だ。

　フェリクスが言うには、そこは普段は包皮に包まれ隠れている器官らしい。今のように性的に感じてくると充血して膨らみ、顔をのぞかせてくるというのだ。

　説明されるだけでも恥ずかしいのに、自分のそこがそんなふうになっていると思うと、もはや穴があったら入りたい心境である。

「慣れないうちはふれられると痛いと聞くが、これだけ濡れているなら……」

「……ぅ、あ、あぁ……。あん、んっ……！」

　蜜口からあふれる蜜を纏わりつかせた指先で、フェリクスは膨らんだ肉芽を柔らかく撫でてくる。確かにそこは感じやすいらしく、乳首にふれられたときよりずっと、グレイスを甘く身悶えさせた。

　フェリクスが身体を倒して、また乳首を舌先で舐め転がしてくる。舌と同じリズムで指先も動かされ、グレイスは為す術もなく快感に呑まれて、ため息交じりの声を漏らした。

「は、あ、また……。あ、あぁあ……ッ！」

　積もった快感が弾けて、腰から下が蕩けそうに熱くなる。背を弓なりにしならせ、弱く悲鳴を上げたグレイスは、二度目の絶頂にまたくたりと倒れ込んだ。

　フェリクスはグレイスの力がすっかり抜けていることを確認してから、そっと指先を蜜口へ滑らせる。

　グレイスは思わず「きゃっ」と悲鳴を上げた。彼の太い指が、身体の中に入ってきたのだ。

「痛むか？」

「い、いいえ……っ、ただ、あの、慣れなくて……」

　そこが男性を迎える場所だということは知っていたが、まさか指がそんなに深くまで入っていくとは思わなかった。

　驚きと混乱に忙しなく目をしばたたかせるグレイスを、フェリクスは愛おしげに見つめてくる。そして怖がらなくていいと言葉で告げる代わりに、優しい口づけを頬や鼻先に繰り返してきた。

「フェリクス様……」

「そのまま、力を抜いていなさい」

「はい……。んっ……」

　グレイスの様子を見ながら、フェリクスはゆっくり指を抜き差ししてくる。グレイスがある程度受け入れていることを知ると、再び秘所に顔を寄せて、感じやすい芽を舌で舐め転がしてきた。

「あっ、あ、な、舐めてはだめです……っ、フェリクスさまぁ……っ」

　そこを舐られると勝手に腰が震えて、身体は逃げを打とうと力んでしまう。

　だがフェリクスは気にせず、花芯を吸いながら指を二本に増やして、膣壁まで擦り立ててきた。

「ひぁあああ……！」

　花芯の裏あたりを擦られたとき、それまで強かった違和感がなりを潜め、代わりに燃えるような快感が襲ってくる。腰をよじり、もうやめてと懇願するが、フェリクスはやめてくれない。

　やがて三度目の絶頂が襲ってきて、グレイスはもはや声も出せずに、細い身体をびくびくと跳ね上げた。

　頭の芯まで痺れたようになって、少しのあいだぼうっとしてしまう。そのあいだ、フェリクスはグレイスの足をさらに広げて、自分の身体を入れてきた。

「フェリクスさま……」

　彼がなにをしようとしているのかゆるゆると理解して、グレイスは頬を染める。

　フェリクスは一度グレイスに口づけてから、自らの先端を彼女の蜜口に押し当ててくる。

「少し痛むかもしれないが、受け入れてほしい。グレイス……愛している」

　グレイスは「わたしも」と答えようとするが、それより早くフェリクスが腰を進めてきて、思わず息を呑んでしまう。

　フェリクスのそこが大きいせいか、充分にほぐされたにもかかわらず、蜜口は引き延ばされる感覚にヒリヒリと痛みを訴えてくる。息を吐いてと言うフェリクスの言葉に必死に従い、懸命に力を抜こうとしているうち、傘の部分がようやく中へ入り込んだ。

　あとは奥まで一気に進められて、グレイスは「あうっ……」と苦しげな悲鳴を漏らしてしまう。

「すまない、こらえきれなかった……。大丈夫か？」

「ん……」

　グレイスは喘ぎながらも、こくりと頷く。目一杯広がった入り口は痛むのだが、彼の先端が押し上げるところは、不思議なほど熱くて心地よかった。

（フェリクス様と繋がっているんだわ……）

　それがまざまざと実感できて、グレイスは急にこみ上げてくるものを感じる。耐えきれずポロリと涙をこぼすと、フェリクスが大いに狼狽えた。

「すまない、やはり痛むのか……。あなたにばかり、つらい思いをさせてしまって」

「違うの……。フェリクス様、違うんです。これは嬉しくて」

「嬉しくて……？」

　グレイスはニコッと笑顔になって、しっかり頷いた。

「ようやく、本当の夫婦になれたのだと思って……。こうして、とても大切に愛してもらえて、本当に嬉しいのです」

「グレイス……」

　大きく目を瞠ったフェリクスは、ふーっと長く息を吐き出した。

「そんな可愛いことを言われては、保たなくなってしまう。なるべくあなたの痛みが少ないようにしてやりたいのに」

「わたしは大丈夫です。どうかお好きなように、動いて？」

「あなたには勝てない――」

　グレイスの目元に口づけ、あふれる涙を吸い上げてから、フェリクスはゆっくり腰を使い始めた。

　入り口がピリピリ痛むが、彼の先端が奥をぐっと押し上げてくると、自然と甘い声が漏れてしまう。全体重をかけないように気遣いながらも、さりげなく肌を合わせてくるフェリクスの優しさが嬉しくて、グレイスは自ら腕を回して、彼の首筋に抱きついた。

　そうするとお互いの胸も合わさって、揺さぶられるたびに乳首が擦れて心地いい。

　下肢がしっかり密着しているからか、抜き差しのたびに花芯も一緒に刺激されて、全身が快感に染まっていくようだった。

「あ、あ、フェリクスさま……っ、あん、ん、いい、の……っ」

　だんだん蜜口も彼の形に馴染んでくる。奥からあふれる蜜が抽送を助けて、動きもなめらかになっていった。そのぶん、ぐちゅぐちゅと水音が立つのが、火を噴きそうなほど恥ずかしかったけれど……

「わたしも気持ちいい……。こんなにいいものだったなんて」

　グレイスの金色の髪を掻き上げ、地肌に口づけながら、フェリクスも熱に浮かされたように呟く。かすれた彼の声を聞くだけでも感じてしまって、グレイスは気づけば自分でも腰を揺すっていた。

「フェリクスさま、キスして」

　湧き上がる快感に浮かされるまま囁くと、フェリクスはすぐにグレイスの後頭部を大きな手で支えて、蕩けるような口づけをくれる。夢中で舌を絡ませ、熱い吐息を分け合ううち、再び絶頂が襲ってくる予感に見舞われた。

「ん、んぅ、ンン――ッ……!!」

　たまらず身体を強張らせると、頭の芯を突き抜けていくような絶頂が襲ってくる。

　身体の奥から熱さがほとばしるようで、息を詰めていると、フェリクスも小さくうめいて、腰をそれまでより激しく振ってきた。

　荒々しい呼吸とともにぐっと押しつけられた瞬間、身体の奥に熱いなにかがじわりと広がっていく感じがして、グレイスはうっとりする。

　グレイスの細い身体をかき抱きながら、最後の一滴まで注ぎ込んだフェリクスは、やがて糸が切れたように力を抜いて、彼女の上に倒れ込んできた。

　はぁはぁと激しい呼吸で上下する肩も、しっとりと汗ばんだ肌も、耳元をくすぐる彼の銀の髪も、なにもかもが愛おしくて、グレイスはぎゅっと彼を抱きしめる。

　フェリクスもしばらくグレイスを抱きしめていたが、やがて顔を上げ、ちゅっと口づけてきた。

「これは……病みつきになってしまうな。気持ちよすぎる」

「わたしも、すごくよかったです」

「痛くはなかったか？」

「最初だけ……今はもう平気です」

　安心してほしいと微笑みかけると、フェリクスもほっと息をつく。どこまでも優しい彼に、胸の奥が温かくなる思いだ。

「愛している、グレイス。もう二度とあなたを不安にさせることはしない」

「わたしも、フェリクス様のことが大好きです」

　律儀に誓うフェリクスが可愛らしく見えて、グレイスはくすくす笑いながらそう返す。

　二人とも愛おしさが過ぎるあまり、また深い口づけを始めてしまい……気づけば、フェリクスの腰は再び律動を刻み出していた。

　緩やかなリズムで快感に引き戻されて、グレイスも甘いため息をこぼす。

（心が通じ合うと、身体もこんなに満たされるものなのね……）

　そのことをしみじみと感じながら、グレイスは愛する夫が与えてくれる愉悦に酔いしれ、幸せのまま彼を抱きしめるのだった。
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